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究

居時

貨
幣
数
量
設
の
動
率
化
三
し
て
の
期
間
分
析

三E三二
f'3 
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秀

夫

五
日
々
は
既
に
絞
消
賛
助
現
諭
の
方
法
と
し
て
「
期
間
分
析
」
が
如
何
在
る
も
の
で
あ
る
か
を
明
か
に
し
、
此
の
方
法
の
長
所
が
経
済

縮
長
動
過
程
の
因
果
的
分
析
に
存
す
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。

と
と
ろ
で
此
の
期
間
分
析
の
方
法
的
特
徴
は
品
川
ん
ど
常
に

か
の
貯
蓄
と

伐
設
と
の
関
係
に
闘
聯

L
亡
考
へ
ら
れ
て
ゐ
る
ハ

於
け
る
展
開
に
針
置
し
よ
う
。

此
口
々
は
次
忙
国
此
の
問
中
一
明
か
に
す
お
鶴
に
、

こ
れ
や
-
・
ゲ
イ
ン
メ
の
「
貨
幣
論
ー
に

ケ
イ
シ
ズ
の
概
念
圃
式
は
周
知
に
臆
す
る
か
ら
、
蕊
に
は
繰
返
し
て
設
明
し
な
い
。
た
だ
脊
ミ
が
注
意
を
要
す
る
の
は
、
こ
れ
に
於
て
も
、
一
一
般
理

論
」
の
場
合
と
同
様
に
、
凡
て
範
曙
は
{
後
か
ら
の
」
計
算
に
従
ふ
も
の
の
み
で
あ
る
こ
と
、
換
言
す
れ
ば
、
そ
の
基
本
方
程
式
に
用
ひ
ら
れ
る
諾
範
鴎
は

凡
て
或
る
期
間
中
に
起
っ
た
舞
動
の
結
果
を
描
〈
も
白
の
み
で
あ
っ
て
、
そ
の
期
間
の
始
拍
如
何
な
る
計
査
が
樹
立
さ
れ
そ
れ
に
基
づ
い
て
如
何
な
る
行

動
が
行
は
れ
た
か
を
表
は
す
も
の
で
な
い
こ
と
、
こ
れ
で
あ
る
。
(
ケ
イ
ン
ズ
に
於
て
比
の
恭
本
方
程
式
が
如
何
に
適
用
さ
れ
て
ゐ
る
か
、
は
こ
こ
で
は

論
ピ
な
い
。
そ
れ
は
別
側
の
問
題
に
属
す
る
O
)

此
の
「
後
か
ら
の
」
現
監
に
立
一
ワ
限
り
、
所
得
E
及
び
貯
蓄
S
を
ケ
イ
ン
ズ
流
に
定
義
す
る
こ
と
の
必
然
白

腸
結
と
し
て
、
利
潤
Q
は
、
恒
等
的
に
、
投
資
f
と
貯
蓄
3
・
と
の
差
額
に
等
し
い
。
論
敵
ロ
バ

l

ト
ツ
シ
に
謝
す
る
次
の
ケ
イ
シ
f

の
宵
葉
は
、
事
後
的

概
念
岡
式
を
使
用
し
つ
つ
然
も
投
賓
と
貯
蓄
と
を
北
離
し
得
る
如
〈
定
義
せ
ん
が
銭
に
、
所
得
概
念
よ
り
利
潤
を
抜
い
た
こ
と
を
、
最
も
明
瞭
に
物
語
つ

?

ュ

レ

ク

弐

プ

ロ

フ

イ

ツ

y

イ
レ
カ
ム

て
ゐ
る
。
彼
は
目

E

山

1
1
i「
若
し
生
産
費
プ
ラ
ス
利
潤
(
私
の
記
読
で
は
同
+
C
)

を
意
味
す
る
如
く
所
得
を
定
義
し
、
か
〈
定
義
さ
れ
た
る
所
得
と
消

セ
ヴ
イ
レ
グ

費
支
出
と
の
差
額
を
意
味
す
る
如
〈
貯
蓄
を
定
義
す
る

(
h
H
h
+

命、
h
)
な
ら
ば
、
必
ず
干
、
貯
蓄
と
新
投
資
の
償
値
と
は
恒
に
精
密
に
一
致
す

る
こ
と
に
な
る
で
あ
ら
う
。
(
蓋
し
、
常
然
。
H

、h
+
h
l
同
な
る
が
故
に
上
式
と
比
較
し
て

h
H
H
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
か
ら
。
)
ロ
パ

I

ト
ソ
ン
氏

貨
幣
数
量
設
の
勤
畢
化
と
し
て
の
期
間
分
析

第
四
十
九
日
径

四

第

披

七

九

ιuqFI似
合

U
J

拙稿、 Lロパートソンの物償要陸軍W'理論一級済嬰勤理論の方法として白所謂 L1明
間分析¥の意識について， (;4三誌、 I明九ノー)、 l司ーの問題が梢呉れる視角に
於てー谷教授によって取扱はれた、_.'ii'tj!:-郎稿 L貯蓄投賓と時間要素寸(本
誌、凶八ノ六)参看を望む。
J. M. Keyne!::o: A Treatise on 、，fo~ney) 2 vob， ][930一周知の週目、此のケイ

1) 

2) 



第
四
十
九
巻

は
、
新
投
資
の
債
値
と
呼
ぶ
も
の
と
金
〈
同
一
の
も
の
を
貯
蓄
と
賃
際
に
呼
ぶ
で
あ
、
』
う
針
。
」

ケ
イ
ン
ズ
に
於
て
は
、
か
〈
の
如
〈
に
し
て
-
意
外
の
利
潤
」
と
し
て
の
利
潤
を
所
得
よ
り
除
去
す
-G
こ
と
に
よ
ワ
て
、
貯
蓄
と
投
資
止
は
そ
の
一
教
を

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
‘
.
、
、
、
、

保
寵
さ
れ
ぎ
る
も
内
在
し
て
概
念
構
成
さ
れ
る
が
、
彼
が
此
の
特
呉
な
椴
念
構
成
を
選
ぶ
の
は
、
貯
蓄
行
錫
の
主
世
と
投
賛
活
動
?
王
膿
と
の
相
謹
と
い

ふ
信
用
経
済
の
根
本
的
事
費
に
理
論
的
表
現
を
輿
へ
ん
が
銭
に
他
な
ら
ね
。
然
し
乍
ら
か
か
る
概
念
規
定
に
よ
づ
て
此
の
事
貨
の
意
義
が
完
全
に
慮
担
さ

れ
る
で
あ
ら
う
か
。
ケ
イ
ン
ズ
の
概
念
困
式
は
凡
て
「
後
か
、
U

の
一
」
範
鴎
の
み
で
形
成
さ
れ
て
ゐ
る
が
、
二
組
の
決
意
が
夫
ミ
具
る
集
闘
に
よ
り
て
櫓
は
れ

る
を
い
ふ
こ
と
か
ら
生
ず
る
結
呆
は
か
か
る
概
念
国
式
を
以
て
記
述
さ
れ
得
る
で
あ
、
白
う
か
。
貯
蓄
ム
」
投
安
と
の
証
離
は
そ
の
決
意
白
槍
常
者
が
単
一
る
こ

め

」
r
の
粘
同
市
」
し
て
生

γ
る
が
、
市
制
怖
に
於
て
多
数
の
決
定
及
wv
興
件
拠
地
動
の
結
果
と
し
て
生
ず
る
も
の
は
、
此
内
決
窓
に
於
て
諸
問
さ
れ
た
ら
の
ξ

は料一

な
る
か
も
知
れ
な
い
o

ケ
イ
ン
ズ
が
彼
の
主
肢
の
例
設
の
潟
に
挙
げ
て
ゐ
る
ぶ

Z
E
z
r。r
t面
白
=
は
恰
も
か
く
の
如
き
も
の
で
あ
る
ο
粋
桝
刊
一
諭
山

部
題
は
か
か
る
結
果
が
形
成
さ
れ
る
市
場
の
機
構
を
分
析
す
る
こ
と
に
め
る
が
、

L

ケ
イ
ン
ズ
の
如
〈
、
「
後
か
ら
の
」
概
念
闘
式
を
使
府
す
る
限
目
、
(
貯

蓄
と
投
費
と
が
、
謂
は
ば
人
銭
的
な
仕
方
で
、
離
れ
符
る
如
く
定
義
さ
れ
た
と
し
て
も
、
)
此
の
課
題
は
迭
に
解
決
さ
れ
な
い
o
ホ

1
ト
レ
イ
、
ロ
パ

l
ト

ソ
ン
な

E
を
先
頭
と
す
る
ケ
イ
ン
ズ
「
貨
幣
諭
」
の
批
判
は
恰
も
此
の
駄
を
つ
い
た
も
の
で
あ
っ
た
。
き
う
し
て
、
ハ
ン
セ
ン
の
骨
一
F

ふ
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、

『

党

比

}

此
の
批
判
こ
そ
「
一
般
理
論
」
に
於
け
る
定
義
の
獲
更
を
敢
て
せ
し
め
た
所
以
の
も
の
で
あ
る
。

貨
特
数
量
設

ω
動
畢
化
と
し
て
の
期
間
分
析

四
四

第

銃

lt.. 
O 

然
し
乍
ら
、

Z
Z
が
一
度
「
期
間
分
析
」
の
立
場
か
ら
事
態
を
見
直
す
友
ら
ぽ
、

五
円
々
は
そ
と
に
突
の
如
き
問
題
解
決
の
鍵
を
見
出

ず
で
あ
ら
う
。

|
|
今
公
衆
(
貯
蓄
の
空
M
者
)
も
企
業
若
(
投
資
の
婚
制
き
も
凡
て
そ
の
決
意
せ
る
計
葺
に
従
っ
て
行
動
す
る
も
の
と

仮
定
せ
よ
。
果
し
て
然
ら
ば
、
貯
蓄
U
O

及
び
投
資

I
は
、
夫
白
悼
と
し
て
は
「
後
か
ら
の
」
計
算
に
よ
る
も
の
と
し
て
定
義
さ
れ
た
も

の
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
は
亦
同
時
に
「
前
か
ら
の
」
計
算
に
よ
る
大
さ
を
表
す
も
の
止
な
る
で
あ
ら
う
。
然
る
限
り
、
投
資
と
貯
蓄
と

の
差
額
と
し
て
の
利
潤

Q
は
、
今
や
、
計
委
さ
れ
た
投
資
と
計
害
-
さ
れ
た
貯
蓄
と
の
翻
麟
を
表
は
す
も
の
と
し
て
想
解
さ
れ
、
利
潤

は
投
資
の
決
意
と
貯
蓄
の
決
意
と
の
議
離
に
よ
っ
て
「
原
凶
」
づ
け
ら
れ
た
も
の
と
た
る
で
る
ら
号
。
か
く
て
貯
蓄
及
び
投
資
は
凡
て

計
重
通
り
行
は
れ
る
と
い
ふ
仮
定
を
導
入
す
る
限
り
.
ケ
イ
ン
ズ
の
基
本
方
程
式
は
そ
の
ま

L
利
潤
の
成
立
を
一
不
す
も
の
と
在
る
が
、

期
間
分
析
が
恰
も
か

h
る
仮
定
を
枢
軸
と
し
て
構
成
さ
れ
た
分
析
方
法
で
あ
る
こ
と
は
既
に
明
か
に
し
た
如
く
で
あ
私
。
か
く
て
ロ

ンコfの名著l亡は鬼頭敬授の邦聾 L貨幣論、がある。 此の課業なかりせば、吾
ミが此の方面に於て一歩も前進し得なかった ιろ"!，にt雌iかであz。附ーヮ
言費者の経験を歓ぶることを許るされたい。 敬授は常日“ current"を和~i苦と
課されてゐる。此の課語は果して日本語として適切であらうか。場合によワ
ては隼る L該期間に於ける 1 或はしその時ミ白戸1 と観された方がわか P易〈



パ
ー
ト
ソ
ン
は
ケ
イ
ン
ズ
の
「
貨
幣
論
一
に
展
掬
さ
れ
た
思
想
を
、
比
の
期
間
分
析
の
視
結
よ
り
、
再
構
成
し
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る

が
、
本
稿
に
於
て
五
日
々
が
論
評
せ
ん
と
す
る
と
こ
ろ
の
も
の
は
、
恰
も
此
の
ロ
パ

1
ト
ソ
ン
の
再
構
成
で
あ
る
。
印
ち
投
資
を
合
む

期
間
分
析
に
つ
い
て
そ
の
意
義
と
限
界
と
を
明
か
に
す
る
こ
と
が
本
稿
の
課
題
な
の
で
あ
る
。

Q

3

9

 

(
註
)
此
の
鮎
に
関
し
て
逸
は
宇
〈
ケ
イ
ン
芹
の
誤
謬
を
指
摘
し
た
の
は
、
ホ

l
ト
レ
イ
で
あ
る
と
思
は
れ
る
。
彼
は
臼

-JI--R
・・

"
&
F
2
2
2

-》旦詩句角川

23mw〈
吉
由
民

P
3
L
Fヨ〈
m己
5
0
3
m
n
pロ
己
主
4

あ

Z
四
回
司
《
】
命
品
目

2
-
z
m
n
p
g
z
m
3『
担
当
一
ヨ

L{川
乙
-
-
。

n
u
c『
開

E
2・
『

3『
r
r
z呂
場

E
L『己
--3mm
。
『
聞
記
ロ
a

」↓4ゲ3
罰

=Z-
芦

の

2p

bを
主
-
二
一
示
不
ず
層
侍
帥
品
に
、
ロ
バ

1
ト
ソ
ン
及
び
ハ
ン
セ
ン
ほ
次
円
場
合
会
一
一
市

L
て
ゐ
る
。
沈
滞
に
於
て
も
、
ケ
イ
ン
ズ
の
定
義
に
従
へ
ば
、
正
常
利
潤
と
し
て
の

企
業
者
所
得
は
不
捜
で
あ
る
。
而
し
て
此
の
場
合
貯
蓄
は
、
か
く
の
如
く
沈
滞
に
努
響
き
れ
ず
」
る
所
得
よ
り
消
費
支
出
を
長
引
い
た
も
の
に
等
し
い
が
、

常
然
損
央
の
故
に
比
円
滑
費
支
出
は
減
少
し
、
従
っ
て
貯
蓄
d
噌
大
ず
る
。
夫
故
に
此
の
場
合
貯
蓄
の
成
立
は
重
さ
に
此
の
損
失
の
故
に
他
な
ら
ね
と
と

。

に
な
る
。

ロ
パ
l
ト
ソ
ン
の
展
開
を
跡
づ
け
る
に
党
立
っ
て
、
問
題
の
内
容
的
側
商
を
明
か
に
し
て
置
く
こ
と
が
必
要
で

b
る。

既
謹
に
よ
っ
て
明
か
な
る
如
〈
、
期
間
分
祈
助
、
物
憤
費
動
過
程
の
分
析
方
法
と
し
て
見
る
限
目
、
貨
幣
数
量
誌
の
動
晶
化
に
他
な
、
b
ず
、
特
に
ロ
パ

ー
ト
ソ
ン
の
誼
問
者
「
銀
行
政
策
と
債
階
水
準
」
に
於
て
は
そ
れ
は
現
金
残
高
数
量
設
の
動
畢
化
と
し
て
現
は
れ
て
ゐ
る
。
と
こ
ろ
で
ロ
パ
l
ト
ソ
ン
が
偶
者

に
於
て
期
間
分
析
を
適
用
す
る
に
常
つ
て
は
、
富
を
保
寂
す
る
形
態
と
し
て
貨
幣
し
か
存
在
し
な
い
場
合
を
前
提
し
で
ゐ
る
こ
と
は
既
に
明
か
に
し
た
如

〈
で
あ
ふ
。
然
し
乍
、
U
現
貨
に
於
て
品
目
を
保
萌
摘
す
る
形
態
は
貨
幣
に
限
ら
な
い
。
官
の
所
有
者
は
、
「
貨
幣
(
又
は
貨
幣
の
流
動
的
等
情
物
)
の
形
態
に
於

て
も
、
或
は
他
の
貸
付
文
は
貨
物
費
本
の
形
惑
に
於
て
も
」

E
Z
r
q
z
"
Z
?
=己
主

E
3
4
(ミ
Z
S
】
田
宮
古

2
E
S
F
Z
L
E
3
2
3
2
z

z
r
o『
『

2
・5

3
ご
2
2
2
2己

2
吉
正
三
宮
町
を
保
有
し
得
る
。
換
一
育
す
れ
ば
、
貨
融
市
は
、
車
に
枚
支
の
時
間
的
不
一
致
を
橋
渡
し
す
る
た
め
に
需
要
さ

れ
る
の
み
で
な
〈
、
又
一
弱
気
の
手
配
」

(
=
z
Z耳
目
ZYMmZコ
)
と
し
て
弱
累
筋
(
卸
ち
常
分
の
問
宥
償
譲
券
を
避
け
て
現
金
に
封
す
る
流
動
的
要
求
権
を

保
有
せ
ん
と
す
る
人
々
)
に
よ
っ
て
も
需
要
せ
ら
れ
、
か
か
る
貨
幣
需
要
は
、
そ
の
費
動
が
有
慣
需
券
債
格
、
引
い
て
は
投
資
財
の
債
格
水
準
に
酎
伊
響
す

る
と
い
ふ
意
味
に
於
て
、
物
償
費
動
理
論
上
無
視
し
難
い
意
義
を
有
す
る
O

ケ
イ
ン

f
の
「
貨
幣
論
一
の
「
最
も
重
要
な
る
貢
献
」
も
亦
此
の
黙
に
求
品
、
b
れ
ね

貨
帯
数
量
設
の
動
皐
化
と
し
て
の
期
間
分
析

第
四
十
九
巻

第

競

i¥. 

四
王E

はなかうたであらろか。
J. M. Keynes: 'fhe General Theory of Employment， Intere坑 and:¥Ioney， 
'936， pp 号2-85・
J:'M. Keynes: ~ A Rejoinder， to Rohe:rtson's Essay， 'Mr. Keynes' Theory of 
刈oney'，Econ. J. Sept. 1931， p. 422. 苦~;]畢 L貨幣論「第一分加日本版への序、
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貨
幣
数
量
設
の
動
事
化
在
し
て
の
期
間
分
析

ば
な
ら
品
。
即
ち
ケ
イ
シ
ズ
の
「
貨
幣
論
」
が
ロ
パ

I
ト
ソ
シ
の
「
銀
行
政
策
ー
と
傾
格
水
準
」
を
超
え
る
黙
は
、
ロ
パ
ー
ト
ツ
ン
が
貯
曹
と
消
費
と
の
問
の
選

揮
し
か
と
り
入
れ
な
か
っ
た
の
に
封
し
て
、
ケ
イ
ン
芹
が
、
第
二

D
A
銀
行
預
金
」
(
貯
蓄
預
金
)
と
一
有
償
誇
券
」
止
の
聞
の
選
様
。

r
o
n
r
e
H
n
o
r
m
Z
2
2

‘
R
F
E
r
-
-
4
E
E
3
2
L
2
5
2
2
z
t
J
に
闘
ナ
る
決
意
に
注
意
し
、
貯
蓄
預
金
と
有
償
設
券
と
め
相
劃
的
誘
引
性

(
F
Z
E
E
-
z
E
E
n
g
E
。『

z
i
p円
向
田
昌

G
L
r
z
L
品
Ez--2)
に
貨
幣
償
値
決
定
原
凶
止
し
て
の
役
割
を
負
は
し
め
て
ゐ
る
射
に
存
す
る
。
彼
が
現
金
残
高
数
量
設
を
批
剣
し
て
、
そ

白
「
主
た
る
不
便
は
、
そ
れ
が
本
来
所
得
預
金
に
の
み
適
切
な
る
考
察
を
会
預
金
に
適
用
す
る
こ
と
、
及
び
所
得
刊
金
を
支
配
す
る
と
問
ピ
種
類
の
考
慮

を
裂
す
る
半
情
が
又
会
預
金
を
支
配
す
る
が
如
く
問
題
を
抱
え
る
鮎
に
あ
る
、
一
と
云
ワ
て
ゐ
る
の
は
、
批
の
意
味
に
他
な
、
む
な
い
。
注
目
す
べ
舎
は
、
此

の
視
貼
よ
り
し
ウ
ケ
イ
ン
ー
が
体
統
的
丸
御
批
朝
一
設
の
放
岡
市
石
定
に
判
撞
し
た
こ
と
で
る
る
。
彼
に
従
へ
印
、
一
貯
誌
の
預
が
新
般
焚
め
勲
一
別
主
材
中
し
〈
な

〈
な
る
な
ら
ば
、
或
は
公
衆
の
有
償
詑
券
に
謝
す
る
志
向
が
、
充
分
な
る
理
由
か
、
口
に
せ
よ
、
磁
気
又
は
弱
気
の
方
向
に
鞘
換
す
る
な
ら
ば
、
ュ
、
の
場
合

に
は
某
本
的
債
権
水
準
は
貨
融
市
教
室
又
は
流
遁
速
度
に
何
ら
の
境
化
を
生
ず
る
こ
と
な
〈
し
て
夫
等
の
均
衡
値
よ
り
離
れ
る
こ
主
が
出
来
る
。
」

ケ
イ
ン
J
A

白
創
造
に
か
か
る
「
産
業
的
流
通
」
と
「
金
融
的
流
通
」
と
の
直
別
を
用
'
中
れ
ば
、
事
態
は
一
層
明
瞭
と
な
る
。
前
者
は
主
と
し
て
純
常
産
出
高

及
び
そ
の
生
産
費
に
よ
ワ
て
左
右
さ
れ
る
預
金
を
指
し
、
後
者
は
「
投
機
的
集
分
と
い
ふ
が
如
き
凶
子
」
に
よ
円
ノ
て
・
左
右
さ
れ
、
「
金
融
業
者
、
投
機
者
、

及
び
投
資
者
自
一
一
闘
が
、
生
産
も
消
費
も
せ
ず
、
車
に
交
換
し
て
ゐ
る
に
過
さ
な
い
官
の
一
一
概
特
別
な
部
分
又
は
其
等
に
劃
す
る
純
利
を
互
に
持
廻
る
、

そ
の
速
度
」
に
依
存
す
る
預
金
を
云
ふ
。
前
者
は
所
得
預
金
と
管
業
預
金
の
一
部
を
合
み
、
後
者
は
管
業
預
金
の
残
部
と
貯
蓄
預
金
と
よ
目
成
る
。
さ
て

ケ
f
ン
ズ
が
重
要
瓶
す
る
の
は
、
上
記
の
所
詞
「
弱
気
の
手
配
」
で
代
表
さ
れ
る
貯
蓄
預
金
で
あ
る
。
被
は
「
貯
蓄
預
金
B
の
費
動
は
恐
、
』
〈
金
融
に
基
く

貨
帯
に
劃
す
る
需
要
の
可
現
性
の
最
も
重
姿
な
る
嬰
素
で
あ
ら
う
、
」
と
一
五
ひ
、
主
た
「
銀
行
制
度
の
側
に
於
け
る
作
用
に
よ
ヴ
て
補
整
さ
れ
な
い
と
こ
ろ

白
公
衆
白
(
貯
蓄
預
金
以
外
の
)
右
償
罷
券
に
劃
す
る
意
向
の
境
化
は
、
貯
蓄
と
の
関
係
に
於
け
る
投
資
本
に
影
響
を
奥
ふ
る
最
も
有
力
な
る
因
子
で
あ

官
、
従
っ
て
又
貨
幣
の
購
買
力
に
劃
す
る
援
観
の
一
原
因
た
る
で
あ
ら
う
」
と
主
張
ナ
か
。
か
く
て
ケ
イ
ン

T
に
於
て
は
、
有
償
諸
島
T
債
格
及
ぴ
新
投
費

財
の
債
格
水
準
は
公
乗
の
意
向
と
銀
行
制
度
と
の
合
成
物
で
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
は
、
投
費
物
件
の
債
格
水
準
と
貯
蓄
預
金
の
附
加
的
港
出
置
と
の
聞
に

何
ら
か
の
確
定
的
な
数
字
的
関
聯
牲
が
存
在
せ
肉
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
。
何
故
か
な
れ
ば
、
「
預
金
の
一
定
置
の
誼
出
は
、
他
の
有
償
誇
券
債

格
を
、
然
ら
ざ
る
揚
合
に
其
等
が
あ
る
べ
き
、
と
こ
ろ
以
上
に
あ
る
額
だ
け
高
め
る
か
、
そ
の
額
は
仙
の
有
償
詩
券
債
格
の
種
ミ
な
る
償
給
水
準
に
於
け
る

貯
蓄
預
金
に
劃
す
る
公
衆
の
需
要
附
疎

(F]Eτ
戸

FER・ι
骨
E
E
R
]
E
=。
『
ミ

E
〈

E
m
-
-
2
5
V
M
P
E
E
F
E
Z
-
E
E
-
-
m
'
E
U
L
o
-
-
E『

E
E『

E
E
)
の

形
に
依
存
し
、
話
し
て
、
此
の
如
〈
需
要
供
給
の
閥
係
に
よ
ワ
て
債
絡
が
す
る
以
上
、
童
数
量
説
的
関
係
は
成
立
し
符
べ
(
も
な
い
か
ら
で
お
c

第
四
十
九
巻

三
四
六

告存

続

戸、

p. 28 第二分加、 p. 69. 更に F.A. von Havel、 Jて ~'fす z 答主主 (The Pure 
Theory' of Money. A. Reply to Dr. Hayek， EconoI:Tlic::;J" Nov. 193I， p. 393.) 
に於ても同様のこと杢殺べてゐる。
t[;課、貨幣論、第二分加、 p.69.以下。
前抱捌稿、 p.165 参照。
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-
金
融
的
流
通
を
問
題
範
闘
に
と
り
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
ケ
イ
ン
ズ
が
貨
幣
迎
論
の
内
容
を
一
一
唐
豊
富
な
ら
し
め
た
こ
と
は
、
以

上
に
よ
っ
て
明
か
で
あ
り
、
若
し
期
間
分
析
に
よ
る
再
緋
成
が
そ
の
方
法
的
難
貼
を
除
去
す
る
な
ら
ば
、
叙
械
製
汲
の
貨
幣
迎
諭
は

一
一
盾
完
成
に
近
づ
く
こ
と
に
友
る
で
あ
ら
う
c

然
し
乍
ら
、

ケ
イ
ン
ズ
に
於
て
金
融
的
流
通
の
考
慮
は
反
数
量
説
的
見
解
を
そ
の
必

然
の
腕
結
と
す
る
か
に
見
え
る
。

ケ
イ
ン
ズ
の
現
論
に
し
て
反
数
量
説
的
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
数
量
設
を
基
礎
と
す
る
期
間
分
析
に

よ
っ
て
そ
れ
を
再
構
成
す
る
こ
と
は
果
し
て
可
能
で
あ
ら
う
か
。
換
一
一
一
局
す
れ
ば
、

ロ
パ

l
ト
ソ
ン
の
再
緋
成
は
ケ
イ
ン
ズ
の
理
論
の

中
山
賀
な
る
再
構
成
で
あ
り
、
内
在
的
な
る
引
波
及
で
あ
り
作
る
で
あ
ら
う
か

G

此
の
答
へ
は
、
部
分
的
に
は
然
り
で
る
り
、
部
分
的
に
は
否
で
あ
る
。
肯
定
さ
る
L
根
協
は
、

か
の

rm
木
方
税
武
氏
存
す
る
。

イ
ン
ズ
の
某
本
方
程
式
は
、
或
は
第
一
の
消
党
則
的
格
水
準
P
に
闘
す
る
そ
れ
に
せ
上
、
或
は
第
二
の
全
悼
と
し
て
の
産
川
物
の
償

位
相
水
岬
叩
Y
に
闘
ず
る
そ
れ
に
せ
よ
、
夫
白
川
悦
7

イ
シ
ヤ

l
m一
の
数
日
一
叩
方
枠
式
で
あ
る
と
と
は
、

ケ
イ
ン
ズ
も
亦
侃
む
る
と
と
ろ
で
あ

る。

ケ
イ
ン
ズ
が
此
の
数
量
方
税
式
か
ら
出
設
す
る
限
り
、

ロ
バ

1
ト
ソ
ン
の
数
量
説
的
立
場
は
ケ
イ
ン
ズ
の
立
場
に
矛
盾
す
る
も

の
で
は
な
い
。
然
し
乍
ら
、

ロ
パ

l
ト
ソ
ン
が
新
投
資
財
の
債
格
水

m
y
に
刻
し
て
も
亦
コ
州
輿
の
期
間
に
於
亡
、
同
一
期
間
巾
の

一
定
の
財
の
流
れ
に
池
渇
す
る
貨
幣
の
流
れ
と
い
ふ
巌
終
な
る
7

イ
シ
ヤ
l
的
概
念
」

(
2
m
2
2
m
p
z
=
5
2
5宮

C
C
2
E
E
2
0
4

。『回
5
E〕
ユ
ロ
白
四
国

4
2
Z回目'日
PEg-HHEm-=間
凶
日
ユ

Eロ
出

Cさ
o
z
z
-
m
E月

-
M
:
S
H
O
E
S
-
z
-
z
d
を
通
用
せ
ん
と
す
る
刊
朝
合
、
五
日
々
は

ロ
パ

1
ト
ソ
ン
が
ケ
イ
ン
ズ
と
は
具
る
地
擦
に
立
っ
と
考
へ
ざ
る
を
得
た
い
。
何
故
か
な
れ
ば
、
ケ
イ
ン
ズ
に
於
て
は
金
融
的
流
通

に
於
け
る
費
動
は
種
々
の
経
路
(
或
は
債
券
市
場
を
沼
じ
て
、
或
は
「
渦
足
せ
ざ
る
借
手
の
部
分
」
を
逝
じ
て
)
を
経
て
投
資
家
で
に
影
響
し
、
新
投

資
財
の
債
格
水
準
と
有
仮
設
第
債
格
と
は
平
行
に
動
き
、

さ
き
に
有
償
詮
雰
畑
山
格
に
つ
い
て
友
さ
れ
た
数
量
説
の
排
撃
は
新
投
資
財

貨
幣
数
量
訟
の
動
準
化
左
し
て
の
期
間
分
析

Jl!l 
ι 七

告存

続

勢
凶
十
九
谷

丹、

Z示

Robe:-tson: Saving and Ho，JLfdini:~l' Econ. J. Sept. 1933・c1itto; Indu坑 rial
Fluctuation anrl tlle NaturaI Rute--(Jf Interest， Econ. J・Dec. 1934・ f~r こヰし
に:先って、 Robertson 主 Keyu<';!s 左の問に行は札た諭5j?・ (Econ. J. Sep!. 
I931.)は注目にイ直する。鬼頭教授陥 L投資と貯帯寸(東京~>j犬、経憐皐僻究、
.1 Ji)j'掲)は此の論'JTに詳細なる考然を加へた必説にfj/(ナる文献である。
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貨
幣
数
量
設
の
動
準
化
と
し
て
の
期
間
分
析

の
債
格
水
準
に
も
そ
の
ま
よ
文
営
す
る
か
ら
で
あ
る
。

第
四
十
九
巻

聖書

競

三
四
八

^ 
四

か
く
の
如
く
ロ
バ

1
ト
ソ
ン
と
ケ
イ
ン
ズ
と
の
聞
に
は
立
場
そ
の
も
の
ミ
根

本
的
相
違
が
存
す
る
の
で
る
る
。

と
と
ろ
で
、

か
く
の
如
〈
根
本
の
立
場
が
異
る
場
合
、

そ
の
二
つ
の
立
場
の
是
非
が
現
賓
の
事
賓
に
剖
す
る
説
明
力
に
よ
っ
て
決

せ
ら
る
べ
き
と
と
は
い
ふ
ま
で
も
た
い
。
そ
し
て
此
の
揚
合
も
亦
、
互
に
此
の
仕
方
吃
そ
の
ム
ル
相
慣
が
論
議
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
事
責

と
し
て
、
消
費
財
附
山
政
問
水
準
山
町
新
投
資
制
加
刷
物
水
準
と
い
い
判
例
I
k
u
T
h如
し
特
る
と
と
、

が
問
題
v
A
C

芯
れ
る
。

ケ
イ
V

ズ
に
よ
れ
ば
、

過
剰
貯
蓄
に
よ
っ
て
消
費
財
債
格
水
準
が
下
落
し
消
費
財
生
産
企
業
者
が
損
失
を
蒙
る
揚
合
、
此
の
消
費
財
生
産
者
が
そ
の
損
失
を

補
填
す
る
翁
に
手
持
詮
券
を
貯
蓄
者
に
寅
却
す
る
と
き
、

(
所
謂
よ
臣
官

Euz-:『

Eng-再
三
が
行
は
れ
る
と
き
、
)
新
投
資
財
償
格
水

準
は
、
消
費
財
債
格
水
準
の
下
落
を
相
殺
す
べ
く
上
昇
す
る
の
で
は
左
く
、

3aろ
不
鑓
に
止
る
、
そ
の
現
由
は
、
此
の
二
つ
の
債
格

zhv
セ
-
A
Aで

l
v
イ
レ
グ
『
J
?
ク
タ
l

z

ク
セ
λ

ベ
守
叫
リ
レ
グ
フ
ァ
ク
タ
f

水
準
が
夫
々
相
呉
る
の
み
な
ら
や
互
に
狗
立
た
る
二
つ
の
原
因

i

|
過
剰
貯
蓄
の
関
子
と
過
剰
弱
気
の
因
子

l
ー
に
よ
っ
て
決
定

さ
れ
る
こ
去
に
求
め
ら
れ
ね
ば
友
ら
ぬ
。

い
ふ
ま
で
も
友
く
と
a
h

に
ケ
イ
ン
ズ
が
注
目
せ
る
現
象
は
、
ロ
パ

1
ト
ソ
シ
の
R
K
F
C
D
5
4
0

E円
玄
口
問

2
z
o
p三
吉
岡

と
呼
べ
る
現
象
に
他
な
ら
や
、

ケ
イ
ン
ズ
は
か
の

J
-
5
E
t
g
E一o
C『

2
2
-
F
E
ミ
の
事
賓
を
と
り
入

れ
て
保
賊
さ
れ
た
貨
幣
の
行
方
を
一
不
す
と
と
に
よ
っ
て
此
の
忠
忽
を
一
一
居
後
展
せ
し
め
た
と
見
ら
れ
品
。
か
く
て
て
ハ

1
ト
ゾ
ン
は

奮
著
「
銀
行
政
策
と
債
格
水
準
」
に
於
て
採
れ
る
立
場
を
此
の
揚
合
に
ま
で
殻
展
せ
し
め
、

(
一
)
期
間
分
析
の
方
法
を
用
ふ
る
こ
と
に

よ
っ
て
因
果
闘
係
を
明
か
に
し
、

(
二
)
数
量
説
的
立
場
を
擁
護
し
、

(
一
二
)
「
保
磁
一
概
念
を
新
事
態
に
趨
合
す
る
如
く
修
直
し
物
慣
挺

動
を
そ
れ
に
よ
っ
て
一
元
的
に
(
ケ
イ
ン
ズ
の
如
く
一
一
元
的
に
で
は
な
〈
)
説
明
し
土
う
と
す
る
。
次
に
吾
々
は
此
の
ロ
パ

l
ト
ソ
ン
の
試

、
み
が
如
何
に
策
さ
れ
た
か
を
絞
ベ
、
頓
い
て
こ
れ
を
五
口
々
の
立
揚
か
ら
批
判
す
る
で
あ
ら
う
。

Robertson: Saving and Hoarding， Econ. J. De'c. :r933， P・709・参照。
Hawtrey: Mr. Keynes's Treati:se on Money， 町 'The Art of Ccntral 
Banking'， p. 349. 
Robertson: Mr. Keynes' Theory of Mo_ney， Econ. J. Sept. 1931， p・407・
ditto: Saving and Hoarding， Econ. J. Sept. 1933， F'・410.J-Iansen: Key nes 
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(
註
)
邦
諜
「
貨
幣
諭
」
第
二
分
班
、
三

O
頁
。
向
こ
れ
に
は
「
貯
蓄
預
金
に
謝
し
て
銀
行
制
度
に
よ

っ
て
提
供
さ
る
る
利
子
歩
合
は
勿
論
夫
等
の
相
劉
劃
誘
凶
性
に
彰
響
す
る
一
因
子
止
し
て
加
は

Z
o
」

と
い
ふ
脚
註
が
附
加
で
b

れ
て
ゐ
る
。
と
と
こ
で
本
文
で
一
部
さ
れ
た
闘
係
が
直
ち
に
第
一
闘
で
表
さ

れ
る
こ
と
は
明
か
で
あ
る
。
こ
れ
に
於
て
X

出
世
摂
は
銀
行
の
附
加
的
貯
蓄
預
金
創
詮
を
測
り
、

y
山
宮

擦
は
有
償
諮
券
債
格
を
測
り
、
附
線

L
U
は
貯
蓄
預
金
に
封
ず
る
公
衆
の
需
要
附
線
を
表
ナ
。
然
る

に
ケ
イ
ン
ズ
に
よ
れ
ば
、
「
全
世
と
し
て
の
投
資
物
件
の
償
格
水
準
、
従
っ
て
又
新
投
建
物
件
の
債
格

水
準
は
そ
の
債
格
水
準
に
於
て
公
衆
が
貯
蓄
預
金
を
保
有
せ
ん
と
す
る
欲
求
が
、
銀
行
制
度
の
蓬
出

せ
ん
と
欲
し
又
遺
出
し
得
る
貯
蓄
預
金
の
尚
に
等
し
い
と
二
る
の
も
の
で
あ
る
。
」
(
邦
語
「
貨
幣
論
」

第
一
一
一
分
加
、
三

O
l
z一
一
頁
)
そ
れ
放
に
銀
行
の
附
加
的
貯
蓄
預
金
浩
問
識
を
O

B
と
し
、

B
に
於

て

x
怖
に
垂
川
な
る
古
川
仙
離
が
曲
線
L
V
L三
党
は
る
叫
酬
を
A
と
す
れ
ば
、
有
償
諸
券
、
債
格
は
A

B
に

等
し
く
定
宝
る
。
三
の
こ
と
は
、
同
線
L
V
以
て
非
涜
劫
的
資
本
胞
の
供
給
油
線
、

O

B
を
以
て
非
減

、開
h

u

B

h

園
、
、
、
、
別
、
、
、
.
、

的
資
原
内
需
事
院
と
口
同
件
ぽ
、

F

問
団
明
か
で
あ
ら
う

ο
附
し
て
こ
の
と
エ
一
か
ら
し
て
、
非
泊
朝
的
芽

、
0.
、
、
、
、
、
.
も

h

目
、
、
、
、
剤
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

.. 
‘
.
、
、
、
、
、
.
、
町
、
、

.. 
、
、
首

品
胞
に
劃
す
る
話
相
官
町
弾
力
慌
が
一
で
な
〈
、
供
給
が
債
格
に
通
牒
す
る
場
合
数
量
設
が
期
間
分
析
的
に
適
用
し
難
い
こ
と
は
明
か
で
あ
る
。
此
の
立
場
は

ロ
バ

l
ト
ソ
ン
と
の
論
争
(
開

g
ロ・]『
-
m
L
o
-
-
3
d岡
)
に
於
て
一
層
強
制
さ
れ
た
が
、
迭
に
、
「
一
般
理
論
」
に
於
て
か
の
所
謂
貨
幣
的
利
子
理
論
三
ro

--A
巳

E
q
司『
m
p
z
=自

Z
M
m
c
q
c『
Z
E
Z古
。
『

E
Z
Z
mて
.
に
ま
で
仕
上
げ
ら
れ
た
と
と
は
周
知
の
如
〈
で
あ
る
。
(
白
川
口

E
2己
H
r
g弓
w

町
司
司
凶

剛
志
・
参
照
)

L 

一一一上一
国

A 

第

と-----〆

。

? 
問
題
は
繍
大
さ
れ
た
が
期
間
分
析
の
方
法
は
一
貫
し
て
適
用
さ
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
在
自
著
一
銀
行
政
策
と
償
格
水
準
」
に
於
て
と
ら
れ
た
但
定
、
何
車

佼
期
間
に
つ
い
て
の
僻
定
、
同
昨
日
支
配
し
た
償
椅
と
阿
ピ
倒
格
が
今
後
支
配
す
る
と
い
ふ
珠
想
に
つ
い
て
の
俄
定
、
印
供
給
曲
線
は
完
全
非
弾
力
的
で
あ

り
、
財
に
封
ず
る
支
出
は
、
(
消
費
財
た
る
と
生
産
財
た
る
と
を
問
は
す
、
)
債
格
の
費
動
に
拘
は
ら
ず
計
査
通

D
な
さ
れ
る
と
い
ふ
保
定
、
凶
門
咋
日
「
受
取

っ
た
所
得
」
は
今
日
「
使
用
し
得
る
所
得
」
に
等
し
い
(
或
は
今
日
使
用
し
得
る
所
得
そ
の
も
の
で
あ
る
)
、
従
っ
て
今
日
の
「
貯
蓄
」
と
は
今
日
使
用
し
得
る

出

所
得
よ
り
今
日
の
消
費
支
出
品
用
定
量
(
即
ち
現
賀
消
費
支
出
)
を
差
引
い
た
も
の
で
あ
る
と
す
る
保
定
、
は
此
の
場
合
も
保
持
さ
れ
る
o
然
し
乍
ら
藷
著
の

貨
幣
敷
量
設
の
動
準
化
と
じ
て
の
期
間
分
析

第
四
十
九
魯

第

競

八
五

四

:lu 

on Underemployment Eqllilibrium伊 Illl'Full Recove.ry or Stagpation " p. 20. 
Iすfj縄摘稿霊長明。
前掲拙稿、 p.156，参l限、ロパ目 1・ソン自身既に Hoardingの代替的形態左
しての貨物資本の所有に注意してゐる。 Cf.Banking Policy and the Price 
Level， p. 87. ここで云」、白は、そのJ'UI問分析についてである。
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貨
幣
数
量
詮
D
動
車
化
と
し
て
の
一
期
間
分
析

第
四
十
九
巻

ヨ王

O 

策

強

" 六

儒
定
川
刑
は
、
今
中
委
本
財
産
及
び
有
償
詮
券
流
遁
が
問
題
の
範
閣
に
と

H
入
れ
ら
れ
た
結
果
、
大
修
正
を
家
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
先
づ
社
舎
の
構
成
員
は
二
つ

ブ

V
ツ
タ

v

p

J

ト
レ
ァ
レ
一
-
z

ん

λ

の
階
級
、
旬
ち
公
衆
と
企
業
者
と
に
二
分
さ
れ
、
後
者
は
更
に
消
費
財
生
産
者
と
新
資
本
財
生
産
者
と
に
細
分
さ
れ
る
。
(
蕎
資
本
め
生
産
者

円

は
、
恐
、
匂
〈
は
ケ
イ
ン
ズ
の
取
扱
ひ
に
照
鹿
せ
し
め
る
た
め
に
、
度
外
視
さ
れ
、
ま
た
詮
券
夜
行
業
者
、

引
受
業
者
、
程
ミ
の
仲
買
業
者
は
簡
単
化
の
た
め
に
排
除
さ
れ
る
。
)
而
し
て
一
「
日
L
常

p
の
阜
市
構
成
員
の

爪
常
所
得
の
総
額
Z
及
び
各
階
級
の
正
常
所
得
は
、
問
題
と
さ
れ
る
如
き
短
期
務
到
の
週
間
慌
に
於
て
は
、

不
練
中
可
る
り
、
然
も
公
衆
は
、
或
は
契
約
の
長
期
性
の
故
に
、
或
は
慣
習
に
よ
る
拘
束
の
放
に
、
正
常
所

仰
に
等
し
苛
所
得
を
現
究
に
ず
一
入

4

取
る
が
、
企
業
者
の
現
ん
丸
山
一
所
得
ほ
か
〈
の
如
、
在
、
ゴ
放
の
保
請
を
有
せ

r、

そ
の
報
酬
は
、
利
潤
又
は
損
失
の
高
さ
だ
け
、
そ
の
正
常
所
得
か
ら
醐
れ
る
。
公
衆
と
企
業
者
と
の
此
の

田

区
別
は
ケ
イ
ン
ズ
の
区
別
を
踏
襲
す
る
も
の
に
他
な
ら
ぬ
が
、
績
い
て
術
次
の
如
き
問
問
定
が
ケ
イ
ン
ズ
の

理
論
の
再
構
成
の
た
め
に
な
さ
れ
る
。
(
一
)
誘
獲
的
費
本
形
成
に
闘
す
る
証
闘
い
保
定
ゅ
は
棄
て
ら
れ
る
。

、
、
、

(
二
)
貨
幣
の
流
逝
期
間
(
所
得
流
通
速
度
の
逝
吸
)
を
喧
伏
期
間
に
と
る
。
(
記
披
的
に
は
、

N
I
H
)

(
一
二
)
消
費
財
及
び
新
資
本
財
の
生
産
高
は
一
定
で
あ
る
主
仮
定
さ
れ
る
。
吾
、
、
は
前
者
を

Y
後
者
を

止

は

一

一

)

、

、

、

U

司
、
で
表
は
ナ
0

(

四
)
企
業
の
費
用
支
出
は
、
消
費
財
生
産
に
う
い
亡
も
新
資
本
羽
生
産
に
つ
い
亡
も
、

不
援
で
あ
る
と
し
、
前
者
を
ヘ
ロ
で
表
し
後
者
を
Y
で
表
す
(
何
れ
も
企
業
者
に
劃
す
る
豆
町
常
報
酬
を
合

み
、
従
っ
て
可
u
h
F
l
T
、
で
あ
る
。
従
っ
て
利
潤
を
以
て
現
食
の
報
酬
と
正
常
所
得
L
ζ

の
開
き
と
見
る

見
方
は
、
利
潤
を
以
て
質
上
高
と
費
用
と
の
聞
き
と
見
る
一
般
の
見
方
に
矛
盾
し
な
い
。
)
(
五
)
企
業
者
に

‘
.
、
、
、

損
失
を
生
じ
た
場
合
、
彼
は
誰
券
賓
却
を
以
て
損
失
を
補
填
ナ
る
。
(
従
円
ノ
て
需
m
r
D
減
少
に
討
し
生
産

の
短
縮
を
以
て
謄
ず
る
で
の
で
は
な
い
。
)
以
上
の
仮
定
に
よ
っ
て
問
題
は
新
投
資
及
び
諜
券
流
通
を
合
む

、、

.. 

、
、
、
.
、
、
、

に
到
る
と
は
一
式
へ
、
そ
の
包
携
の
仕
方
は
可
成
人
然
的
で
あ
る
。
然
し
乍
、
b
比
の
制
限
の
多
〈
は
、
ケ
イ

シ

f
の
担
論
そ
の
も
の
に
鼠
せ
、
口
る
べ
き
も
の
で
あ
っ
て
、
此
島
可
ば
決
し
て
期
間
分
析
に
と
っ
て
不
可
避

的
な
も
の
で
な
く
、
寧
る
そ
の
椴
去
こ
そ
此
の
立
場
の
望
む
と
こ
ろ
な
の
で
あ
る
。
没
後
に
、
此
の
場
合

も
亦
均
衡
欣
態
が
出
資
黙
(
第
一
本
日
の
朕
態
)
に
採
ら
れ
る
。
此
の
無
利
潤
の
脈
態
に
あ
り
で
は
、
消
費
文

出
は
k

♂
に
等
し
〈
、
新
警
本
財
需
要
領
は

y
に
等
し
い
筈
で
あ
る
。
従
ワ
て
消
費
財
及
川
げ
新
資
本
財
の

中)=貯蓄

〆(t)=消費財債格水準

p"(t) =新費本財償格水平

ゅ (t)=損失補tlttcv~ø詮券買却額

(注意) (i)凡て獲敷は第 f 日に於げる夫ミの項目の値の「沿構成員に闘

する」組、計を表す。(ii)鑓教の記競の上に~を附したるものは所司i'f後恥

ら白」計算によるf置をとるものとする。(iii)念のuに Keyn出の言己競と

調服すればヨたの如しo e(t)=P.R+Iニ E十Q;e(t)=F--S， i(<")---1 (投賓

のf質イ~[); s(t)=(E+Q)-PR=S+Q，. T'=R，. 7γ1，= (' 

e(t)=所得

c(t)=消費

i(の=投資

此の黙に闘するケインズ?の分析はし貨?評論寸第十草館三節第十五章第三筒
1=11><聞きれZが、第三十七草:に於ける政策的翻動かふの鍍遮は彼の世論的
分析の根本意岡を察知せしめる意味に於で注目に値す品。 Robertsonに針ず
る答指 (Ecoロ J.Sept '931.)も亦此の貼を巾心主十品。 更に一方が非涜動
的資産のf買格と貨幣数主主との関係を問題とするに反 Lて他方が利子歩合と貨

13) 



は;ltJ
損衡
失的
が慣
生格
ずフk
る 準
では
あ央
らミ

hlb 

、v

、
H
E
で
あ
っ
て
、
現
突
の
憤
格
水
準
が
此
の
債
格
水
準
を
離
れ
る
と
き
、

而
し
て
そ
の
と
き
に
於
て
の
み
、
利
潤
士
た

さ
で
消
費
財
及
び
新
資
本
財
の
慣
梅
水
準
の
動
接
的
決
定
機
械
の
究
明
が
五
口
々
の
根
本
問
題
で
あ
る
が
、
慣
格
ぺ
準
に
つ
い
て
、
先

づ
突
の
闘
係
が
立
成
す
る
と
と
は
尚
一
明
で
あ
る
。
(
日
放
に
つ
い
て
は
上
表
参
照
)
。
印
ち
(

H

)

引
S
H
m
S
・で
w

凶
は
ケ
イ
ン
ズ
の
式
岡
弘
H
U
N
)・
同
(
よ
り
婿
確
に
は
(
同

+
S
l
q
+も
)
H
〉
勾
)
に
相
官
し
、
式
仰
は
ケ
イ
ン
ズ
の
式

N
U
、、.。

(同)九(悼
)
U也、、(同)・マ

に
同

じ
い
。
然
し
明
間
分
析
の
立
場
に
立
つ
ロ
パ

1
ト
ソ
ン
に
と
っ
て
、
虹
叫
に
第
一
節
で
論
じ
た
如
く
、

間
的
怖
の
決
定
因
子
を
構
成
員
の

決
意
と
院
(
件
の
不
測
の
が
~
到
と
に
求
め
る
こ
と
が
軍
要
で
あ
る
。

と
こ
み
で
式
川
及
び
凶
に
は
に
て
岡
山
俗
決
定
悶
ヂ
は
引
(
九
)

叫
但
ぴ
三
四
)

で
あ
わ
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、

貨
附
数
量
が
「
小
川
慢
だ
る
場
合
い
あ
っ
ナ
口
、
此
の
一
一
つ
の
慣
桁
決
定
川
子
手
一
日
川
肝
心
一

ω
一
川
、
日
を

m
mで
求
問
改
め
る
こ
と

は
容
易
で
あ
る

Q

印
ち
、
先
づ
若
し
政
府
又
は
通
貨
骨
同
局
が
何
ん
ら
か
の
仕
方
で
消
宍
則
時
買
の
備
に
附
加
酌
貨
幣
景
を
注
入
札
f
一臥

と
す
れ
ば
、
消
費
財
に
針
す
る
購
買
力
総
額
は
構
成
員
の
消
費
支
出
預
定
量
に
等
し
い
。

(
剖
ち
足
。
日
入
、
)
で
ま
る
。

こ
れ
は
期
間
分
析

けの
九 キ艮
t ;j>: 

の

E 号
キ戸 一亡

し.あ
いつ
。 士三。

か γ
< 
ーこ
コろ

で
此
の
i宵
費
fEl 
定
.'IL 

。

は
第

t
日
の
「
使
用
し
得
る
所
得
L
A
1
)

よ
り
貯
蓄
魚
定
量
句
(
与
を
差
引

(∞)丘町
)
1
4
S
U
M
S
-
守
争
得
る
。
突
に
全
く
同
様
に
し
て
、

政
府
叉
は
銀
行
の
資
本
財
閥
肺
貿
の

鵠
の
信
用
制
治
が
作

L

仕
し
左
い
九
な
ら
ば
、

新
資
本
財
の
購
買
力
は
投
資
議
定
量
内
(
、

に
等
し
い
か
ら

(
酔
)
叱

(~vlm、
、
三
『
、
、
を

時
ザ
、
J

。

f
J
 

さ
て
ロ
パ

1
ト
ソ
ン
は
、
間
川
凶
を
千
怒
り
と
し
て
問
俗
水
準
の
唆
動
を
分
一
好
す
る
が
、
彼
の
分
析
は
例
に
よ
っ
て
逐
目
的
寸
あ
り
、

目
上
記
の
階
級
別
に
同
党
数
が
細
分
さ
れ
、
そ
の
上
に
細
か
い
仮
定
が
附
加
さ
れ
、

広
明
で
は
あ
る
が
煩
践
で
あ
る
。
践
に
吾
々
は
、

貨
幣
数
量
詑
の
動
皐
化
と
し
て
の
期
間
分
析

五

空存

競

第
四
十
九
巻

A 

七

式

幣埋士量との閥係を問題とする相違は有十るが、此の L預金寸止し詩券寸
選揮はかの流動性選揮(1Lquidity-prel:erenCe) 正略作.J一物と看倣し得る。
Hick.::;: A Sugge.::;tion for SimpJ.ifyin，g the Theory ()f MoneYJ Economica， Feb. 
'915， p. :l 
ま11課、 L1:'t幣論寸第二分班、 p.;[49， K町'nes

との

主としての貨幣数量説批刻は、

'4) 

15) 



貨
枇
市
教
量
詑
の
動
闘
車
化
ξ
し
て
の
期
間
分
好

第
四
十
九
巻

五

第

披

^ i1. 

彼
の
歩
一
歩
的
分
析
を
一
般
化
す
る
方
法
を
輿
へ
た
か
ら
、
認
に
は
彼
の
分
析
を
能
ふ
限
り
一
般
化
し
て
殺
べ
る
こ
と
L

す
る
。

と
こ
ろ
で
五
口
々
は
所
得
に
つ
い
て
の
仮
定
例
に
よ
り
、

(日

)
G
S
u
m
(
司
!
と
を
得
る
。
更
に
菩
々
は
ケ
イ
ン
ズ
に
左
ら
つ
で
「
設
雰

寅
却
」
の
事
寅
を
考
慮
に
入
れ
た
が
故
に
、

と
れ
に
於
て
左
逢
は
匹
常
所
得
と
抽
出
想
所
得
と
の
差
額
、

(

品

)

』

円

三

円

)
H
目
立
与
を
得
る
。

卸
ち
抽
出
想
損
失
1

1
そ
れ
は
上
の
損
止
へ
の
定
義
に
よ
っ
て
此
の
差
額
に
他
た
ら
ね
ー
を
表
は
し
、

右
遊
は
誇
券
寅
却
諜
定
額
を
表

す
か
ら
.
式
仰
の
滋
味
す
る
と
こ
ろ
は
合
求
者
が
そ
の
見
込
山
例
失
佐
儲
ふ
に
足
る
だ
け
諮
匁
を
貰
却
ぜ
ん
と
す
る
計
官
向
な
有
す
る
と

と
、
こ
れ
で
あ
る
。
他
方
に
於
て
構
成
員
の
現
賓
の
所
得
は
(
叶
)
火
、
)
U
G
S
I
る
)
+
会
)

で
興
へ
ら
れ
る
。
そ
の
現
出
は
吹
の
如
し

1

1
先
づ
、
上
記
の
貨
幣
の
流
通
期
間
は
一
口
に
等
し
(
所
得
か
ら
、
消
費
用
に
せ
よ
投
費
用
に
せ
よ
、
支
出
さ
れ
た
貨
幣
は
一
日
の
ろ
ち
に
何

人
か
の
所
得
に
な
る
)
と
い
ふ
偲
定
に
よ
り
、
今
日
(
第
r
日
)
の
「
受
取
っ
た
所
得
」
は
今
日
の
支
出
、
即
ち
今
日
の
現
賓
の
消
費
削
(
H
)
と

今
日
の
現
賓
の
投
資
圭

(
記
続
的
に
は
削
(
、
)
H則
合

)
+
ι
(『

)

)

と
の
和
に
等
し
い
管
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
貨
幣
数
量
不
変
の
揚
合
、
今

日
の
現
貨
の
消
費
が
今
日
の
消
費
珠
定
額
会
)
l
A
H
)

に
等
し
〈
、
又
今
日
の
現
賓
の
投
資
が
今
日
の
投
費
深
定
量
会
)

に
等
し
い

(
記
統
的
に
は
さ
)
H
A
c
i
s
-
句会
)
H
令
)
)
こ
と
上
記
の
通
り
で
あ
る
c

式
仰
は
此
の
意
味
に
於
け
る
今
日
一
受
取
っ
た
所
得
」
が
如
何
に

し
て
成
立
せ
る
か
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
此
の
現
賓
の
所
得
の
正
常
所
得
か
ら
の
差
額
同
|
恥
(
H
}
は
上
記
の
如
〈
現
賓
の

損
失
と
宥
倣
さ
れ
、
此
の
損
失
は
詮
抽
件
費
却
に
よ
っ
で
現
貫
に
割
合
は
さ
れ
ね
ば
去
ら
ぬ
が
、
此
の
消
化
は
同
滑
に
行
は
れ
る
で
あ

ら
う
か
。
吾
K

は
式
附
及
び
的
よ
り
、

(
∞
)
同
l
M
S
H
A
H
)
+
芸

)
l
l

民
(
与
を
得
る
が
、
式
仰
の
右
透
は
詩
家
購
買
に
充
用
し
得
ぺ
き

「
遊
資
」
に
他
左
ら
ぬ
。

か
〈
て
企
業
者
の
現
賓
の
損
失
は
誇
券
販
賓
の
現
賓
の
実
上
高
で
完
会
に
割
合
さ
れ
る
。

{註=一」

で
表
す
c

主
日
々
は
こ
の
と

と
を
(
喧
)
同
l
m
s
u
b
s

Li空論幣寸第十章第四節第十四章に見出されるが、特に興味深いのは、第
五編の統計的研究を主とする考察(第4二十六章第三附 に要約されてゐる)
であ bう。
邦謀、 L貨幣論守第二分丑号、 pp・ 35-~6
邦謀、 L:貨僻論「第一分加、 p.60，及び、第三分加、官富十一"fi.章、渉照。
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今
冬
)
及
び
喧
(
目
)

が
時
間
の
函
数
と
し
て
何
ら
か
の
仕
方
で
輿
へ
ら
れ
、
而
し
て
上
記
の
如
く
最
初
の
僚
件
が
定
め
ら
れ
る
な

ら
ば
、
以
上
の
六
個
の
互
に
濁
立
在
る
方
程
式
問
凶
同
山
間
開
仰
は
六
個
の
未
知
数
、
、
t
r
h、、
t
r
A
3
・世

(
H
)
w
m
(

持
)
・
相
官
)
を
決
定
ナ
る

に
充
分
で
あ
る
。

か
く
て
吾
々
は
第
零
「
日
」
よ
り
同
唆
し
て
日
を
遂
ふ
て
債
格
水
市
の
務
動
を
遁
跡
し
得
る
の
で
あ
り
、
賓
際
ロ
パ

ー
ト
ソ
ン
は
綿
街
に
と
れ
を
行
っ
て
ゐ
る
が
、
彼
が
求
め
た
結
論
は
以
上
の
一
世
々
の
分
析
か
ら
容
易
に
弐
の
如
く
に
し
て
得
ら
れ

る。
今
上
記
の
投
資
民
、
)
が
師
団
動
過
程
を
遁
ビ
て
上
記
の
均
衡
水
準
止
同
じ
高
さ
に
維
持
さ
れ
る
場
合
、
白
ち
、
(
一
号
)

N

A

ご
H
A
h
)
H
h、
な
る
場
合
を
考
へ

る
。
換
言
す
れ
ば
、
貯
蓄
入
る
が
そ
の
均
衡
水
準

1
l均
衡
欣
惑
に
於
て
は
貯
蓄
は
投
費
(
の
費
用
及
び
傾
倍
)
に
等
し
い
Y

舎
で
あ
る
か
ら
、
貯
蓄
の
均

衡
水
準
は
F
に
等
し
い
ー
ー
を
超
え
る
場
合
、
貯
蓄
者
は
そ
の
超
過
部
分
を
投
費

L
E
う
と
せ
ず
、
翠
ろ
こ
れ
を
有
償
請
券
の
形
態
で
保
持
し
よ
う
と
す

る
の
む
あ
る
。
此
の
場
合
判
判
資
本
別
慣
路
水
準
が
不
醐
慨
に
保
た
れ
る
'
一
1
d

は
明
か
で
あ
る
o
m
m
も
消
費
財
畑
一
純
水
準
は
、
貯
帯
が
興
へ
ら
れ
た
行
方
で
捌

動
ず
る
阻
"
一
、
も
早
不
獲
に
止
る
こ
と
は
出
来
な
い
o

こ
こ
に
ウ
イ
シ
ズ
が
問
題
と
し
た
如
キ
一
現
象
が
後
生
す
る
こ
と
り
明
か
干
あ
る
が
、
以
上
の
分
析

は
此
の
現
象
の
説
明
に
敷
設
設
的
立
場
が
充
分
耐
え
得
る
こ
と
を
示
し
て
ゐ
る
。

然
も
そ
れ
は
期
間
分
析
に
立
脚
す
る
思
に
於
て
長
所
を
有
す
る
。
先
づ
此
の
場
合
、
式
印
が
示
す
偲
定
の
下
で
は
新
委
本
財
生
産
者
は
無
利
間
無
損
央

の
扶
惑
に
置
か
れ
、
公
衆
も
亦
常
に
正
常
所
得
を
酬
い
ら
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
此
の
場
合
の
損
失
負
櫓
者
が
消
費
財
生
産
者
以
外
の
何
も
の
で
も
な
い

こ
と
は
明
か
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
彼
の
損
失
の
大
さ
は
式
出
刊
の
右
過
が
こ
れ
を
示
し
て
ゐ
る
が
、
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
は
ケ
イ
ン

f
の
意
味
に
於
け
る

貯

蓄

同
l
〔入、
)
l
A
O〕
の
投
資
令
)
に
劃
す
る
過
剰
に
他
な
ら
な
い
。
此
の
意
味
に
於
て
温
剰
貯
蓄
が
生
ず
る
な
ら
ば
、
削
叫
ち
会
C
h
(、
)
+
〕
会
)
〉
柚
交
)

H
h
、
な
ら
ば
、
そ
の
結
果
と
し
て
消
費
財
慣
格
水
増
は
均
衡
水
準
以
下
と
な
目
、
消
費
財
生
岸
者
は
損
失
を
蒙
る
こ
と
と
な
る
。
ケ
イ
シ
ズ
に
於
て
は
過

剰
貯
蓄
は
損
失
そ
の
も
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
損
失
の
愛
生
が
貯
蓄
珠
定
量
の
投
棄
橡
定
量
に
謝
す
る
過
剰
に
よ
っ
て
凶
果
的
に
説
明
さ
れ
て
ゐ
る
。

今
一
歩
諮
ん
考
へ
る
。
ケ
イ
ン
ー
が
明
か
に
し
た
の
は
、
債
格
水
準
の
均
衡
欣
態
か
ら
の
偏
差
に
止
る
。
然
し
乍
ら
以
上
の
分
析
は
債
格
費
動
自
岨
宮
の

読
明
に
も
役
立
つ
。
式
倒
的
よ
り
菩
ミ
は
(
同
日
)
見
、
、
)
l叫(
3
1
A
O
I
A、
)
を
得
る
。
と
こ
ろ
で
若
し
ロ
バ

1
ト
ソ
ン
的
意
味
に
於
け
る
貯
蓄
え
、
)
が
投

委

A
3
を
超
ゆ
る
な
ら
ば
、
昌
F
f
日
に
於
け
る
消
費
財
生
産
者
自
損
失
は
第
戸
、
ー
lH)
日
の
そ
れ
に
比
し
て
恰
も
此
の
超
過
額
だ
け
帯
す
こ
と
と
な
る
。

貨
解
数
量
設
の
動
畢
化
と
し
て
の
期
間
分
析

王五

第
四
十
九
巻

善事

務

" :fL 

邦課、 L貨幣諭寸第三分加、 p.1:4， 1Ii:び第二分勝、 p.3 2 • 
R~l;e'rts~~.;.- 'Mr. ~Key~es'- Theolry. of Money， ~con. J，. Sept，_ 1931， p・ 401 •
此の黙に闘しては、特に」貨字書論吋第三三寸七章第三筒、参照。
これ主で屡ミ引用した Keyne訟の Robertson一、の答嬬 (Econ.J. Sept. 1931.) 
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貨
幣
数
量
読
の
動
皐
化
と
し
て
の
期
間
分
析

第
四
十
九
巻

一
五
同

第

競

コ九
O 

か
か
る
損
失
の
帯
加
は
消
費
財
償
格
水
準
の
下
落
が
お
こ
る
と
号
、
而
し
て
そ
の
と
き
に
の
み
、
起
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
此
の
意
味
に
於
て
過
剰
貯
蓄

は
消
費
財
償
絡
水
準
の
下
落
の
原
因
で
あ
る
。

吾
ミ
は
限
を
轄
じ
て
全
挫
と
し
て
の
庫
出
物
の
傾
格
水
準
を
見
ょ
う
。
上
記
の
事
情
の
下
で
投
賓
が
貯
蓄
を
超
ゆ
る
場
合
、
一
穂
的
情
格
水
準
の
下
落

が
生
ず
る
こ
と
は
切
か
で
あ
る
。
(
消
費
財
細
川
格
下
落
、
新
資
本
悶
植
民
柑
不
簿
。
)
と
こ
ろ
で
A
7
1
7
、
は
仮
定
州
を
撤
去
し
、
一
読
券
市
長
却
」
が
行
ほ
れ
得
ぬ

も
の
と
し
よ
う
。
此
的
場
合
理
日
券
に
向
ひ
符
由
貿
幣
の
流
れ
が
新
資
本
財
生
産
者
に
向
ふ
と
す
れ
ば
、
今
や
消
費
財
債
格
の
下
落
を
補
F

山
に
足
る
新
資
本

川
同
情
緒
目
上
昇
が
超
る
で
あ
、
U

与
。
此
の
思
川
刊
行
蜘
白
も
た
ム
十
防
姑
仰
は
、
貯
持
さ
れ
た
賀
憾
の
流
れ
が
費
水
財
に
向
は
干
し
て
布
市
川
微
罪
に
向
?
と
い

ん
蜘
に
一
術
的
物
倒
下
帯
の
原
閃
が
右
寸
品
川
と
い
l

ふ
こ
と
で
あ
る
。
ロ
パ

l
ト
ソ
ン
は
此
の
原
川
b
一
明
核
刊
に
「
保
時
一

K
し
亡
捉
え
る
。
即
ち
微

に
よ
れ
ば
「
保
漉
」
は
現
金
持
高
の
所
得
に
調
ナ
る
比
率
の
上
昇
{
換
骨
百
十
れ
ば
所
得
流
謂
漣
度
の
下
降
)
と
し
て
定
義
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
此
の
場
合
貨

惇
数
量
は
不
一
艶
で
あ
る
の
に
所
得
は
減
少
す
る
か
ら
、
物
償
下
落
の
原
悶
は
「
保
液
」
と
い
五
一
の
原
因
に
隠
せ
ら
れ
る
の
で

ι時
ι

す

ル

タ

ネ

l
宇

イ

ゆ

り

イ

ポ

l
ヂ
イ
ソ
グ

「
任
意
の
日
に
於
け
る
債
待
水
準
の
下
落
の
原
閃
及
び
範
闘
が
、
交
終
的
に
、
そ
の
日
に
於
け
る
保
砲
に
よ
っ
て
も
定
義
し
得
る

し
、
ま
た
そ
の
日
に
於
け
る
貯
蓄
の
過
剰
に
よ
っ
て
も
定
義
し
得
る
」
と
い
ふ
ロ
パ

1
ト
ソ
ン
の
主
張
の
内
容
は
以
上
に
よ
っ
て
明

か
に
さ
れ
た
と
信
や
る
。
次
に
否
々
は
此
の
主
張
の
内
容
に
つ
い
て
詳
仰
左
る
吟
味
を
相
へ
、

そ
れ
に
於
て
矧
間
分
析
の
方
法
の
決

正
日
々
は
先
づ
そ
の
準
備
と
し
て
以
上
で
除
外
さ
れ
た
貨
幣
数
量
の
鑓
動
す
る
場
合
に
つ
い
て
、

「
銀
行
制
度
に
よ
る
預
金
造
出
が
債
格
水
準
と
闘
係
す
る
、
そ
の
態
様
」

l
iケ
イ
ン
ズ
の
一
貨
幣
論
」
の
基
本
問
題
に
閲
す
る
期

定
的
批
判
を
試
む
べ
き
で
あ
る
が
、

間
分
析
を
略
述
し
よ
う
。

へ
註
-
)
ケ
イ
ン
ズ
に
於
て
は
、
研
得
刃
は
新
投
資
の
車
産
費
Y
と
消
費
財
の
経
常
産
円
高
L
と
の
和
に
等
し
い
。
(
邦
諜
「
貨
符
諭
」
第
二
分
知
、
一

九
頁
、
但
し
ケ
イ
ン
ズ
は
特
に
乙
の
符
競
を
設
け
ず
こ
れ
を
民
、
で
表
し
て
ゐ
る
。
此
の

L
の
符
競
は
ハ
ン
セ
ン
に
よ
る
。
此
の
貼
的
問
中
教
授

「
中
立
貨
幣
理
論
に
於
け
る
ハ
イ
エ
ク
と
ケ
イ
ン

f
」
悶
民
経
済
雑
誌
、
五
九
ノ
一
一
、
参
照
)
。
こ
れ
は
ケ
イ
ン
芹
理
論
の
某
本
的
前
提
を
な
す
も
の
で

あ
る
が
、
上
司
の
前
提

h
w
U
H

は
こ
の
云
ひ
改
め
以
外
の
何
も
の
で
も
な
い
。
此
の
偲
定
の
故
に
、
後
遺
の
如
〈
、
今
日
「
使
用
し
得
る
所
得
」
(
印

ち
咋
日
「
受
取
円
ノ
た
所
得
』
は
昨
日
の
消
費
と
昨
日
の
投
資
と
に
等
し
い
、
の
で
あ
る
。

(
此
の
黙

{
u
o
p
n
E
-
、』

J
5ミ
ア
苛
叶
民
・
に
於
け
る
ケ
イ
ン

f

私は今 Robertson: ~an_king Policy and， the Price ][Jeve]， pp. 45-46.の紋越
正ケイン 1、 L貨幣諭「邦語‘第二分加、 p.70-71.の絞認とを封比してゐる門
前掲拙稿、 p.156-158.参照。 1苛イタリツクで書hれた侭定の事蹴はそこて、
使用されたものである。尚一谷教授前掲論文は特に傑定 (θ)についてff1;しい。
止との黙にづいては、 IIayek(Economica， August 193:[， PP←.275-27Ó~ 277-279.) 
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の
開
設
参
照
}
。
此
の
間
定
が
ケ
イ
ン
ズ
矧
論
の
再
構
成
に
と
う
て
如
何
に
必
要
で
あ
る
か
は
、
例
へ
ば

=
ζ
o
r
R
2コ
2
2
F
〉
Z
四
戸
工
呂

Mr
℃

N
∞
唱
旦
百
』
]
三
E
四
己
目
叶
-
呂
、
円
一

Evミ
L
司

2
n
g
W
4乙
・
♂
呂
」
国

L
》
ロ
や
包
括
』
の
ケ
イ
ン
ズ
批
河
を
見
れ
ば
明
か
で
あ
ワ
て
、
ロ
バ

l
ト
ゾ
ン

が
此
の
俄
定
を
説
く
る
所
以
は
た
だ
此
の
ケ
イ
ン
ズ
斑
諭
を
再
構
成
せ
ん
が
伐
に
他
な
、
口
な
い
。
期
間
分
析
に
と
っ
で
此
の
傾
定
が
同
執
に
値
せ
ざ
る

こ
と
は
明
か
で
あ
る
。
更
に
新
投
資
の
封
象
と
し
て
者
。
子
宮
間

2
目
玉
包
が
選
ば
れ
ず
、
(
此
の
場
合
は
既
に
国
自
主
ロ
悶

}

J

d

ロミ

S

L

P

O

可
コ
日

r
s
f
t
・

2
z
z」
で
諭
ぜ
ら
れ
て
ゐ
る
)
特
に
号
ゐ
4
Z
E
E
-
P
}
問。
2
L
m

が
選
ば
れ
た
(
】
f
L
d
Oベ

T
S
同
ヨ
ロ
『

-
z。ぺ
3
3・
t
l
k古
ア
『
3
5
1命
)

.
理
由
も
蕊
に
求
め
ら
る
べ
き
で
あ
ら
う
。

(
謹
二
)

ケ
イ
ン

f
の
「
負
と
な
っ
た
利
潤
と
之
が
度
目
高
に
封
ず
る
反
作
用
と
の
間
に
は
時
間
的
聞
き
が
あ
り
得
る
」
、
(
邦
課
「
貨
幡
市
論
」
第
二
分
品
川
、

六
頁
)
と
い
ふ
言
葉
は
、
以
っ
て
比
の
偶
定
の
諭
接
、
井
一
は
な
す
に
ほ
足
日
ぬ
か
も
知
れ
な
い
。
然
し
期
間
分
析
の
立
場
に
立
っ
と
き
直
ち
に
明
か
な
の

は
、
若
し
滑
投
資
に
よ
っ
て
よ
り
館
宇
的
な
る
技
術
が
注
入
さ
れ
、
そ
の
結
果
信
淀
向
が
噌
加
す
る
な
ら
ば
、
仰
に
投
資
、
と
貯
者
'
と
は
均
衡
し
て
も
、

情
格
水
準
は
技
単
安
定
的
た
り
件
ず
、
低
下
す
る
こ
ん
一
、
こ
れ
で
あ
る
。
た
故
に
ケ
イ
ン
ガ
の
瑚
請
を
再
構
成
す
る
怨
に
は
、
生
産
自
不
費
の
偲
定
が

必
↑
裂
で
あ
品
。
同
し
て
此
の
似
U
A
V
4
u
1
4
品
こ
と
に
よ
っ
亡
、

-
N
ミ
は
ケ
イ
ン
ズ
を
上

U
よ
〈
刷
叶
仰
押
し
畑
町
る
が
、
そ
の
川
犯
と
糸
川
小
る
こ
と
は
れ
川
、
の

で
あ
る
3

旬

開

d
‘
2
・
同

2↓

E
'
H
P
1・
3
凶

M
u
t
-
主
同
参
問
。

誌
に
理
問
券
減
通
が
闘
滑
に
行
は
れ
る
か
否
か
は
後
の
行
論
と
重
要
な
開
係
を
有
す
る
。
さ
し
常
り
、
若
し
こ
れ
が
闘
滑
を
紙
ケ
な

ιば
、
以

(
註
=
一
)

上
の
方
慢
式
の
シ
ス
テ
ム
を
利
川
し
て
、
消
費
財
債
格
水
準
が
新
突
本
財
償
降
水
準
と
濁
立
に
捜
到
す
る
こ
と
を
数
量
説
的
に
説
明
す
る
こ
主
が
問
来

な
く
な
る
。
例
へ
ば
議
券
購
買
に
完
全
な
る
捌
口
を
見
出
し
得
な
い
貯
蓄
が
生
じ
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
新
資
本
則
の
購
買
に
向
ひ
、
そ
の
伺
降
水
準

を
高
め
る
か
も
知
れ
な
い
。
或
は
亦
企
業
者
に
し
て
そ
の
損
失
を
諸
券
貰
却
に
よ
っ
て
根
締
L
得
ぬ
な
ら
ば
、
芯
ミ
の
山
同
定
に
矛
盾
し
、
現
論
の
准
行

を
阻
害
す
る
結
呆
ev一
生
ず
る
か
も
知
れ
な
い
。
此
等
の
意
映
一
に
於
て
膏
ミ
は
説
券
の
「
泊
化
」
に
拘
泥
十
-
Q

の
で
あ
る
。
内
川
r
A

備
の
右
過
が
「
遊
資
一
吉
表

す
こ
と
に
つ
い
て
私
は
簡
明
白
械
な
る
一
般
的
詮
明
を
見
出
し
得
子
に
ゐ
る
が
、

問
。

-5PED-
同

2
ヨ

}

宗

主

Z
3・同
Y
ふ
O
K
干
の
分
析
む
一
也
跡
さ

円
い
れ
ば
、
こ
の
こ
と
は
明
か
に
な
る
で
あ
、
b
ぅ
。

(

話

回

)

阿

3
5
2
開

2
コE
}

】
)
2
3
u
v
-
y
可
。
。
目
が
注
志
し
て
ゐ
る
如
〈
、
保
燕
行
怨
宇
一
川
口
州
は
ば
主
柚
倒
的
に
定
義
し
、
そ

れ
が
意
岡
さ
れ
た
と
き
に
於
て
の
品
、
保
議
行
尽
が
る
る
か
の
如
く
波
べ
る
。
印
も
彼
に
よ
れ
ば
、
「
或
る
人
ぃ
品
、
期
首
に
於
げ
る
彼
の
現
金
残
ー
仙
の

彼
の
使
用
し
得
る
所
得
に
封
す
る
比
率
を
高
め
上
う
ξ

す
る
と
き
、
泊
四
叫
保
蔵
し
つ
つ
あ
る
(
ヲ

Z
}
E
S
E
-ロ
包
と
い
ば
れ
る
ー
一
の
で
あ
る
O
(
-
P
2
f

H
m
o
-
-
s
d
w
T
色
。
)
然
し
乍
ら
、
彼
の
理
論
の
全
般
に
互
う
て
観
察
す
れ
ば
、
主
心
掛
的
保
磯
行
怨
左
存
翻
的
保
世
間
行
矯
(
現
へ
軍
残
高
左
所
得
と

ロ
パ

1
ト
ソ
シ
は
、

貨
幣
数
量
誌
の
動
晶
子
化
司
と
し
て
の
期
間
分
析

第

銃

第
四
十
九
巻

三
五
五

ブb

1933， pp. 

の時烈なるケインスv批評がある。 と;r1にj?j"する、 Keynesの解答はJt:分止は
見難い。 Cf.Economica， Nov. 19311 PP" 396-.197・
此の前提。撤去はl羽維ではない。 仁f..Robertson: ECflO J. Sept 
404-406. 
邦謀、 L貸手事論『第二分!lJtp. 4・I'J目下。
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相H
耐
市
数
量
設
の
動
事
化
と
し
て
の
期
間
分
析

第
四
十
九
巻

一
五
六

賞事

銃

え』

の
比
曜
の
上
昇
)
と
の
区
別
は
無
認
味
に
蹄
し
て
ゐ
る
こ
も
と
が
知
れ
る
。
食
際
現
金
残
高
の
所
得
に
封
す
る
比
率
の
上
昇
と
い
ふ
こ
と
(
・
存
概
的
保
歳

行
錫
)
が
純
梼
主
般
の
法
揮
を
離
れ
て
は
行
は
れ
得
ざ
る
以
上
、
此
の
直
別
は
無
意
味
で
る
る
他
は
な
い
。
邸
ち
(
主
観
的
)
保
寂
行
鴛
な
く
し
て
現

金
残
高
は
骨
加
し
得
な
い
の
で
あ
る
。

四

貨
幣
数
量
が
鑓
勤
ナ
る
場
合
に
あ
っ
て
も
、
式
仰
向
は
依
然
止
し
て
妥
賞
す
る
。
奥
る
の
は
、
消
費
財
肱
買
力
円
(
ヘ
)
ほ
最
日
十
構
成
員
の
消
措
橡
定
章

、
(
ふ
』
↑
放
せ
ず
、
そ
れ
と
此
的
賦
武
力
附
加
川
町
掛
川
に
創
設
古
れ
た
郎
加
わ
い
川
用
i
l
ム
と
ー
と
せ
よ
1
1
1
|
止
の
和
に
等
し
〈
、
何
駅
パ
日
入
新
魯
木
財
購
買
力

会
は
構
成
員
の
投
費
税
定
設
さ
と
新
資
本
財
肱
買
の
筑
の
路
加
信
州
|
|
引
(
司
、

2
せ
よ
ー
ー
と
め
耽
で
あ
る
と
と
、
こ
れ
の
み
で
あ
る
。
倒
格
決
定

機
構
は
此
の
修
正
の
下
に
、
貨
幣
数
量
不
獲
の
場
合
と
金
〈
同
様
に
数
量
説
的
視
勤
よ
り
取
扱
は
れ
る
。
自
ち
債
格
水
草
は
此
等
の
信
用
創
設
に
臆
ピ
て

そ
れ
と
比
例
的
に
上
昇
す
る
と
見
ら
れ
る
。
従
っ
て
今
中
向
山
間
的
問
的
は
夫
ミ
衣
の
如
〈
書
改
め
、
b

れ
る
で
る
ら
h
o
C
J
吋
守
)
川
え
る
l
A
h
)
+
具
、
)
H

相
、
S
1
(
5
A
C
H
A
、
)
+
見
&
I
L司
、
(
と
司
令
、
)
入
、
)
U
町会一)ム
N
(

、
)
H
n
(
ヘ
)
ー
l
A
と
+
具
、
)
+
A
O
+
足
、
)
(
3
h
d
l
m
(
ふ
H
入
、
)
+
」
令
)
l剖
(
&
l
A司
)lm(h)

(
C
J
M
S
H
A
、
)
十
去
、
)
火
、
)
l
N
令
)
l
m
(九
)

さ
て
吾
ミ
は
先
に
ロ
パ
ー
ト
ソ
ン
の
理
論
の
主
要
目
的
を
=
一
項
に
要
約
し
た
が
、
そ
の
最
後
の
も
の
か
ら
逝
の
順
序
で
逐
衣
昨
味
し
て
行
か
う
。
ロ
パ

ー
ト
ソ
ン
の
前
節
の
分
析
は
、
物
領
下
落
は
交
替
的
に
過
剰
貯
蓄
に
よ
ワ
て
も
保
厳
に
よ
っ
て
も
設
明
し
得
ら
れ
る
こ
と
を
示
し
て
ゐ
る
が
、
此
の
主
張

は
今
見
た
と
こ
ろ
の
貨
幣
教
量
可
醐
躍
の
場
合
に
は
成
立
し
得
な
い
宇
う
に
思
は
れ
る
。

政
症
に
よ
っ
て
明
か
な
る
如
く
、
物
偵
下
落
が
ロ
バ

I
ト
ソ
ン
的
意
味
に
於
け
る
趨
剰
貯
蓄
(
貯
蓄
珠
定
量
の
投
資
珠
定
震
に
劃
す
る
過
剰
)
で
説
明
し

ら
れ
る
の
は
、
貨
幣
敷
骨
一
副
躍
動
せ
ず
と
仮
定
し
た
が
放
に
他
な
、
b
ぬ
。
貨
幣
敷
設
に
し
て
噌
加
す
る
な
ら
ば
、
物
偵
の
安
定
は
此
の
意
味
の
過
剰
貯
蓄
、
止

隔
立
し
得
る
。
卸
ち
過
剰
貯
蓄
に
等
し
い
だ
け
の
購
買
力
の
補
給
が
行
は
れ
る
な
ら
ば
、
過
剰
貯
蓄
に
拘
は
ら
ず
物
債
は
不
襲
た
り
得
る
で
あ
ら
う
。

同
様
の
こ
と
は
「
保
蔵
」
に
ワ
い
て
も
委
常
す
る
。
ロ
バ
l
ト
ソ
ン
は
ケ
イ
ン
ー
の
物
傾
襲
動
の
二
囚
子
的
設
明
に
更
ふ
る

r
、
此
の
概
念
に
よ
る
一
閃

子
的
説
明
を
以
で
せ
ん
・
と
す
る
が
、
成
程
貨
幣
数
量
不
餐
な
る
場
合
に
ほ
此
の
試
み

d
文
句
な
4

4

に
成
立
す
司
令

E

此
刀
場
合
、
一
一
悌
藤
正
ょ
う
マ
貨
幣
宏

量
の
一
部
分
は
流
渇
か
ら
委
を
消
し
、
従
っ
て
貨
幣
数
量
そ
の
も
の
は
不
費
で
あ
る
に
拘
は
ら
ず
、
流
詔
し
つ
つ
あ
る
貨
幣
数
量
は
減
少
す
る
。
此
の
賃

餅
の
流
れ
の
縮
小
は
、
一
一
聞
に
於
て
所
得
の
減
少
に
他
な
、
b
f
、
他
面
に
於
て
(
生
産
高
不
捷
な
る
限
目
)
物
情
下
落
を
意
味
す
る
。
夫
故
に
、
貸
帥
冊
数
量

不
貸
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
貨
幣
数
量
一
の
所
得
に
劃
す
る
比
率
の
」
昇
と
い
ふ
意
味
に
於
け
る
保
寂
と
物
債
下
落
と
は

M
一
事
物
の
二
つ
の
側
面
で
あ

以下cつ，j;主主島は Robertson: Saving and lIoarding，. Econ 
403-以下の吸式的展開にnii臆する。
ケイン fに於ては貯蓄 J はEーハA' i::して定義されてゐる。 これに於で E
は吾ての 10 止同ーであり、 p.j(は者ミの言己競で云へIXe(t)即まう ，>(t)-s(tlに
古i与さ従って 20'-[e (tトs(t)J乃至 s(t)+y (t)はケイシ λ"の意味に於ける貯蓄
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る
。
然
し
乍
ら
貨
幣
敷
設
が
場
動
ナ
る
場
合
に
は
(
生
産
高
は
不
-
愛
で
る
る
に
し
て
も
)
以
上
白
論
法
は
趨
用
問
来
な
い
。
明
か
に
此
の
場
合
に
あ
っ
て

は
、
貨
幣
数
量
の
噌
加
に
拘
は

b
f、
貨
幣
の
流
れ
、
所
得
、
一
般
的
倒
椅
水
準
は
不
獲
た
り
得
る
。
む
ち
、
一
保
窺
」
を
以
て
所
得
に
封
す
る
貨
幣
数
量

の
比
率
と
解
す
る
な
ら
ば
、
保
曲
調
行
怨
が
行
は
れ
る
に
拘
は
ら
ず
、
物
債
は
安
定
し
得
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
意
味
に
於
て
物
便
下
落
の
原
因
を
過
剰
貯
蓄
乃
至
保
蔵
に
静
岡
し
よ
う
と
す
る
ロ
パ

l
ト
ソ
ン
の
試
み
は
無
保
件
に
成
立
す

る
も
の
で
た
く
、
「
そ
れ
が
信
肘
創
造
に
上
っ
て
相
殺
さ
れ
ざ
る
限
り
」
と
い
ふ
皆
保
を
要
す
る
。
か
〈
て
ロ
パ

1
ト
ソ
ン
の
三
つ
の

目
標
の
う
ち
第
三
の
も
の
は
完
全
に
は
達
成
さ
れ
て
ゐ
友
い
と
と
陀
友
る
が
、
然
し
此
の
故
を
以
て
直
ち
に
期
間
分
析
の
無
力
を
主

張
す
る
の
は
郎
断
で
あ
る
。
査
し
こ
の
貼
を
明
か
に
し
た
こ
と
こ
そ
期
間
分
析
の
功
践
で
あ
っ
て
、
貨
幣
数
量
可
礎
な
る
揚
今
に
あ

つ
で
も
此
の
方
法
は
一
貫
し
て
趨
刑
さ
れ
、
物
償
縫
動
過
程
は
こ
れ
に
よ
っ
て
明
断
に
分
析
さ
れ
て
ゐ
る
か
ら
で
あ
る
。

ホ
ヘ
一
此
に
問
題
と
ざ
る
ぺ
守
は
矧
間
分
析
か
ら
の
腕
桁
で
以
た
く
、
問
問
分
析
そ
の
も
の
で
た
付
れ
ば
泣
ら
ぬ
。

mし
と
矧
間
分
析

が
翫
誠
一
の
劃
〈
貨
幣
数
量
論
の
擁
護
に
刑
ひ
ら
れ
る
以
上
、
此
の
数
量
流
的
立
場
白
川
間
が
問
題
と
さ
れ
ね
ば
な
ら
肉
。

ケ
イ
ン
ズ
に

よ
れ
ば
、
彼
が
数
量
設
を
斥
け
る
の
は
、
そ
れ
が
訣
れ
る
結
川
市
を
奥
へ
る
か
ら
で
は
泣
く
、
そ
れ
が
有
用
な
る
結
川
市
を
輿
へ
左
い
か

市

ら
で
あ
る
と
い
ふ
が
、
然
し
以
上
の
分
析
は
此
の
批
判
に
耐
え
得
る
内
容
を
布
ず
る
で
あ
ら
う
か
。
既
鴻
の
如
〈
貨
幣
需
要
の
決
定

に
於
て
流
動
性
選
揮
を
考
慮
す
る
こ
と
ろ
ま
で
問
題
は
進
展
し
て
ゐ
る
が
、
数
量
設
の
期
間
分
析
的
動
閥
単
化
は
此
の
揚
合
に
つ
い
て

も
依
然
有
放
た
白
得
る
で
あ
ら
う
か
。
五
口
々
は
以
下
詳
漣
す
る
迎
由
に
よ
っ
て
此
の
間
ひ
に
謝
し
て
否
定
的
に
答
へ
る
。

先
づ
既
漣
に
よ
っ
て
直
ち
に
明
か
・
な
の
は
創
造
信
用
の
取
扱
ひ
に
於
け
る
ロ
バ

I
ト
ソ
ン
と
ケ
イ
ン
ズ
と
の
聞
の
賓
に
編
著
左
る

ロ
パ
ー
ト
ソ
ン
に
於
て
は
治
山
内
さ
れ
る
預
金
は
所
得
預
金
又
は
偉
業
預
金
で
あ
り
、
従
っ
て
物
侵
は
預
金
造
出
に
北

針
立
で
あ
る
。

例
し
て
騰
貴
す
る
も
の
も
見
ら
れ
る
。
反
之
ケ
イ
ン
ズ
は
殆
ん
ど
常
に

「
銀
行
制
度
が
公
止
北
の
方
向
と
は
反
針
の
方
向
に
働
き
、
公

貸
借
市
数
量
設
の
動
畢
化
と
し
て
の
期
間
分
析

第
四
十
九
巻

王E
七

策

競

大4

に等しい。
若し財の単位がケインス・に於ける如く、 l'，'j(T" -トγノ)=E，(T"=l'，げ押なる加
t選ばれたとすれば、ケイン λψ 止さを('''J-.・の論法によりて寄ミは
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貨
幣
数
量
説
の
動
血
中
化
と
し
て
の
期
間
分
析

第
四
十
九
巻

告書

就

一一一五八

大」

四

衆
が
保
有
す
る
こ
と
を
以
前
ほ
ど
望
ん
で
ゐ
友
い
有
償
詮
券
を
買
上
げ
、
共
等
に
針
し
て
、
公
衆
が
以
前
よ
り
も
よ
り
多
〈
保
有
せ

ん
と
望
ん
で
ゐ
る
附
加
的
貯
蓄
預
金
を
池
山
叫
す
る
こ
と
」
の
み
を
問
題
と
し
、

此
の
貯
蓄
預
金
活
出
量
と
貯
苔
預
金
の
需
要
曲
線
と

の
闘
係
に
よ
っ
て
定
ま
る
こ
と
を
以
て
「
非
流
動
的
資
産
の
債
格
決
定
の
基
本
命
題
」
と
者
倣
す
。
あ
ま
り
に
も
英
閣
の
預
金
銀
行
に

囚
は
れ
過

F
た
か
に
見
え
る
ケ
イ
ン
ズ
に
比
し
て
、
現
金
預
金
の
匙
出
と
し
て
の
信
用
創
浩
の
放
某
を
分
析
し
た
と
と
は
舵
か
に
ロ

パ
ー
ト
ソ
ン
の
一
功
駄
で
は
あ
る
が
、
然
し
貯
蓄
預
金
の
池
出
に
つ
い
可
見
れ
ば
ド
バ

l
ト
ソ
ン
は
ケ
イ
ン
ズ
に

4

鱒
を
輸
す
る
や
う

で
あ
る
c

さ
て
以
上
の
分
析
に
於
て
有
償
読
山
部
債
格
は
均
衡
水
準
に
釘
付
さ
れ
た
ま
誌
で
あ
る
が
、

か
く
の
如
き
は
貯
蓄
預
金
の
需
給
の
附

係
が
非
流
動
的
資
産
の
債
格
決
定
に
及
す
影
響
を
看
過
せ
る
も
の
に
他
な
ら
や
、
此
の
限
り
に
於
て
以
上
の
分
析
は
様
々
の
矛
盾
を

加

包
蔵
し
て
ゐ
る
。
然
し
乍
ら
此
の
一
非
流
動
的
資
産
の
需
給
の
闘
係
を
と
り
入
れ
て
期
間
分
析
を
績
け
る
こ
と
は
最
初
か
ら
不
可
能
で

あ
る
。

そ
の
迎
山
は
、

非
流
動
的
資
産
の
供
給
が
非
流
動
的
資
康
の
債
格
に
左
右
さ
れ
る
と
丸
る

I
拘
留
は
期
間
分
析

既
述
の
如
く
、

の
立
場
と
根
本
的
に
相
容
れ
ね
冒
と
い
ふ
結
に
存
す
る
。
然
し
乍
ら
富
を
保
蔵
す
る
形
態
の
選
揮
に
於
て
決
意
が
非
流
動
的
資
産
の
そ

の
時
々
の
償
格
に
左
右
さ
れ
る
と
と
は
争
ひ
難
い
。
ケ
イ
ン
ズ
が
強
制
す
る
如
く
、
此
の
事
責
は
流
動
性
選
擦
の
基
本
的
契
機
で
あ

る
。
果
し
て
然
ら
ば
此
の
選
摂
は
最
早
期
間
分
析
を
以
て
充
分
に
虚
却
し
作
ざ
る
事
柄
で
あ
り
、
以
上
の

ロバ

1

ト
ソ
ン
の
分
析

は
、
非
流
動
的
資
距
の
俄
格
決
定
機
構
を
取
扱
っ
て
ゐ
る
と
は
い
ふ
も
の

L

、
此
の
問
題
の
本
質
的
要
目
指
を
犠
牲
と
す
る
も
の
に
他

な
ら
や
、
問
題
に
即
し
た
問
題
の
解
決
で
は
な
い
の
で
る
る
。

以
上
に
於
て
五
n
k

は
非
流
動
的
資
産
の
偵
格
決
定
の
問
題
が
数
量
設
の
期
間
分
析
的
動
率
化
を
以
て
し
て
は
充
会
に
庭
瑚
し
得
む

に達すε。 此の方程式はケインコずのi1'J費財債格水準 p を興へる第一幕本方
程式に相官するが、院主R;の泊り、これに於てケイ，:.-X'の方税式の Cλpo引の
箭項目は exanteの項目に帯改‘められたのである。
Robert.!:ion ~ Econ. J. Sept. J933， p・402.

邦語、」貨幣論「第一分如、 p.62
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こ
と
を
明
か
に
し
た
σ

と
こ
ろ
で
こ
れ
と
金
〈
同
様
の
主
張
が
非
流
動
的
資
産
の
債
格
の
最
も
貫
要
注
る
決
定
閃
子
た
る
利
子
歩
合

ム
」
期
間
分
析
と
の
閥
係
に
つ
い
て
も
成
す
ず
る
。
最
後
に
五
円
々
は
此
駐
を
明
か
に
し
左
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

& 

3 

¥
 

/
 

:D 

ロ
パ

I
ト
ソ
ン
は
以
土
の

期
間
分
析
的
十
刀
法
に
立
脚
し
て
形
成
さ
れ
た
貯
蓄
及
び
投
資
の
概
念
が
共
催
利
子
場
合

之

第

決
定
機
構
の
究
明
に
使
刑
さ
れ
畑
作
る
如
く
説
い
て
ゐ
る
が
、

ず
る
彼
の
誤
謬
を
指
摘
す
る
と
と
か
ら
始
め
よ
う
っ
f

-h々
は
先
づ
此
の
貼
に
闘

ロ
パ

1
ト
ソ
ン
も
亦
通
説
に
従
っ
て
貯
蓄
と
投
資
と
の
闘
係
に
よ
っ
て
利
子
歩
合
が

E 

-回町助国一ーー--_.-<>品

o f.t 

を
以
て

「
産
業

定
ま
る
よ
」
見
る
が
、
此
場
合
彼
の
特
色
は
一
貯
蓄
」
及
び
「
投
資
」
と
し
て
期
間
分
析
的
に

岡

出
判
定
さ
れ
た
そ
れ
を
辺
倒
川
し
℃
ゐ
る
こ
と
ヨ
あ
る
つ
さ
て
此
の
閥
川
W
U
、
川
判
的
咋
の
表

扮

訓
机
を
併
れ
ば
、
次
む
如
く
叙
べ
ら
れ
る
。

(
第
二
岡
勢
附
…
)
。
今

UH)

的
用
途
へ
の
新
し
き
貸
付
の
遮
滅
的
限
界
生
産
力
」
を
表
し
、

拐
、
を
以
て
新
し
く
使

用
し
得
る

?
占
ワ
ヱ
イ
ヲ
ヲ
ル

(
「
使
用
し
得
る
」
と
い
ふ
の
は
、

政
府
及
び
私
人
の
消
費
に
融
通
す
る
鴻
吸
牧
さ
れ
る
新
し
い
貯
蓄
を
差
引
け
る
後
、

い
ふ
意
味
で
云
ふ
)
貯
蓄
の
単
位
期
間
首
り
の
率
」
を
表
せ
ば
、
利
子
歩
合
の
高
さ

忌
勺
は
雨
曲
線
の
交
慰
P
で
定
ま
る
。
と
こ
ろ

で
然
し
か
〈
の
如
く
し
て
利
子
歩
合
が
決
定
さ
れ
る
と
い
ふ
事
賞
、
乃
至
は
現
貨
に
支
配
す
る
利
子
歩
合
は
か
〈
の
如
く
に
し
て
決

定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
ふ
事
責
は
如
何
に
し
て
期
間
分
析
に
と
り
入
れ
ら
れ
得
る
で
あ
ら
つ
か
。

否
問
苧
ゐ
此
の
事
責
は
期
間

分
析
の
立
脚
紺
そ
の
も
の
非
現
質
性
を
一
不
す
も
の
で
は
注
い
で
あ
ら
う
か
。
今
貯
蓄
の
供
給
曲
線
を
と
っ
て
考
へ
ょ
う
。
此
の
曲
線

は
夫
ミ
の
利
子
率
に
膝
じ
て
相
具
る
貯
蓄
が
供
給
さ
れ
る
と
と
を
表
ナ
。
然
る
に
期
間
分
析
の
立
場
に
於
て
は
、
貯
蓄
は
寧
ろ
利
子

貨
幣
敷
量
設
の
動
車
化
と
し
て
の
期
間
分
析

第
四
十
九
巻

三
五
九

第

競

ブL
互王

• 

と

以下の諸式は Robert:o.onの薮式的展開 (Econ. J. SepL 1933， pp・406-409)
の完全なる再現ではなし一般化の儒止むを得f 修lEを泊した封もあるが、
その修正は重要ではない。;:3) Keyne.，;: Econ. J. Sept. 1931， p・ 4'Q
手f;課、し貨幣論寸第一て分勝、 p_:29. 35) Keynes ~ Econ. T. Sept. I93I， p. 411. 
今例へば過剰貯蓄による消費財生産nf) II~Jの沈滞が新望号本財生産部門に波及し
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貨
幣
数
量
誌
の
動
準
化
と
し
て
の
期
間
分
析

第
四
十
九
巻

第

披

ノ、

O 

大A

ノ、

歩
合
の
回
数
と
し
て
で
は
友
〈
、

同
定
的
危
る
数
量
と
し
て
取
扱
は
れ
て
ゐ
る
。

即
ち
貯
蓄
者
は
こ
れ
こ
れ
の
債
格
の
シ
ス
テ
ム

(
利
子
を
含
む
で
も
よ
い
)
が
支
配
す
べ
し
と
橡
想
し
、

と
れ
に
基
づ
い
て
こ
れ
と
れ
の
貯
蓄
を
計
撃
し
、
而
し
て
ま
さ
に
そ
れ
と
過

不
足
た
き
貯
蓄
を
賓
行
ず
る
の
で
あ
る
。
夫
放
に
期
間
分
析
的
に
規
定
さ
れ
た
る
貯
蓄
概
念
は
利
子
歩
合
の
決
定
販
問
と
し
て
の
作

刑
を
有
し
得
た
い
。
投
資
概
念
に
う
い
で
も
同
様
で
あ
っ
て
、

ロパ

I
ト
ソ
ン
は
此
の
黙
を
完
全
に
混
同
し
て
ゐ
る
。
換
言
す
れ
ば

貯
議
乃
主
投
資
が
利
子
渉
合
に
賂
じ
C
同
盟
動
し
ー
利
子
歩
合
は
耐
者
の
一
致
結
に
よ
ワ
て
定
ま
っ
て
ゐ
る
と
い
ふ
事
費
は
、
夫
同
胞

期
間
分
析
の
支
配
に
服
さ
ぬ
事
費
で
あ
り
。

か
か
る
重
要
注
事
責
を
そ
れ
が
支
配
し
得
ぬ
と
と
は
、
そ
の
俄
定
の
非
現
寅
性
.
従

nJ

て
そ
の
方
法
的
不
完
全
さ
を
示
す
も
の
と
云
は
ね
ば
な
ら
お
。

以
上
の
こ
と
を
念
頭
に
置
き
乍
ら
、
数
景
説
的
立
揚
と
無
矛
盾
に
利
子
歩
合
が
非
流
動
的
資
産
の
岡
山
格
形
成
に
及
す
影
響
を
分
析

し
得
る
と
い
ふ
、

ロ
パ
ー
ト
ソ

Y

の
主
張
の
吟
味
に
移
ら
う
。
そ
れ
に
は
、
利
子
歩
合
を
「
奮
〈
か
ら
あ
る
マ
ー
シ
ャ
ル
の

K
(
貨
幣

の
流
誼
期
間
)
を
左
右
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

1

l
即
ち
「
保
蔵
」
し
よ
う
と
す
る

(
詳
言
す
れ
ば
、
財
の
購
買
に
支
出
せ
ず
し
て
宮
の
支
配
棋

を
貨
幣
の
形
態
に
於
て
保
有
し
よ
う
と
す
る
)
欲
求
に
影
響
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

l
!貨
幣
の
流
れ
の
大
さ
を
決
定
す
る
因
子
の
一
引
」
と

看
倣
せ
ば
よ
い
、

と
彼
は
考
へ
る
。
此
の
試
み
は
明
か
に
、
利
子
歩
合
を
以
て
、
分
析
の
シ
ス
テ
ム
が
含
む
礎
教
(
就
中
投
養
及
び
貯

蓄
)
を
決
定
す
る
要
素
?
は
る
る
が
、
然
し
そ
れ
に
上
っ
て
決
定
さ
れ
る
要
素
で
は
左
い
、

と
見
る
立
場
に
立
つ
。

然
し
乍
ら
こ
の

こ
と
は
利
子
歩
合
は
常
に
そ
の
時
々
の
貯
蓄
と
投
資
と
を
一
致
せ
し
め
る
高
さ
に
定
ま
っ
て
ゐ
る
と
い
ふ
事
寅
を
無
減
し
て
始
め
て

成
立
つ
。
此
の
事
責
を
考
慮
す
る
限
り
、
利
子
歩
合
は
シ
ス
テ
ム
が
含
む
愛
敢
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
ね
ば
友
ら
ぬ
関
係
に
立
ち
、
従

つ
で
期
間
分
析
の
趨
用
は
不
可
能
と
友
る
。
然
し
乍
ら
、
資
本
市
場
の
此
の
顕
著
友
る
事
賃
を
度
外
視
す
る
と
き
、
分
析
は
果
し
て

i(のぐp 主なった左せよ。 以上の機構の下では消費財)lc，F新実本財の倒格水
準の下落に拘はらず、有償諮券債格は依然として不鑓た !i;同品。
Keynes: Econ. J. Sept， 1941， p・4I3・
Robertson: Savfng and Hoarolng， l<;con. J. Sept. ]'93.~. ditto: Tndustrial 
Fluctuation and the Natural Rate of Interest， Econ. f. Dec. 1934 此のニ

37) 
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充
会
た
り
得
る
で
あ
ら
う
か
。
若
し
充
分
で
な
い
と
す
れ
ば
、
此
の
事
責
は
、

ロ
バ
l
ト
ソ
ン
が
説
く
が
如
き
仕
方
に
於
て
利
子
の

作
用
を
数
量
設
と
7
7
宿
一
一
な
ぐ
期
間
↓
分
析
に
と
む
入
れ
る
と
と
を
、
不
可
能
友
ら
し
め
る
と
云
は
ね
ば
友
ら
ね
。

結

王手ι
ロI司

流
動
性
選
鐸
の
事
責
を
と
り
入
れ
て
考
へ
る
と
き
、
期
間
分
析
の
方
法
は
某
し
て

εの
程
度
ま
で
布
殺
か
と
い
ふ
こ
と
が
五
口
々
の

問
題
で
あ
っ
た
。

てハ
1
ト
ソ
ン
に
従
へ
ば
、
此
の
場
合
に
も
期
間
分
析
の
方
法
は
一
貫
し
て
適
用
さ
れ
得
る
の
で
あ
り
、

そ
れ
に

よ
っ
て
脊
々
は
物
償
援
動
過
棋
を
凶
川
市
的
に
跡
づ
け
得
る
と
共
に
貨
幣
数
量
説
が
、

ケ
イ
ン
ス
の
説
く
が
如
く
無
力
で
な
い
乙
と
を

知
り
得
る
と
い
ふ
の
で
あ
る
。
然
し
乍
ら
、

以
上
の
展
開
の
示
す
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
此
の
濯
揮
の
構
巡
は
期
間
分
析
の
限
定
と
本

質
的
に
附
立
し
雑
い
も
の
で
あ
り
、
同
般
に
し
て
父
利
71
歩
合
が
非
流
動
的
資
産
の
、
叫
に
つ
て
商
品
一
般
の
畑
山
格
形
成
に
及
す
影
響

も
亦
此
の
方
法
を
以
て
し
て
は
充
分
に
分
析
し
難
い
の
で
あ
る
。
既
活
の
如
〈
期
間
八
刀
祈
の
方
法
は
貨
幣
僚
他
鍵
動
過
程
を
分
析
す

る
手
段
と
し
て
波
却
し
難
い
長
所
を
有
し
、
特
に
そ
の
と
と
は
ケ
イ
ン
ズ
の
理
論
の
如
き
も
の
に
針
し
て
は
強
調
さ
れ
ね
ば
左
ら
ぬ

が
、
そ
れ
に
も
拘
は
ら
示
、
此
等
の
拡
に
於
て
貨
幣
憤
値
縫
動
の
分
析
の
方
法
と
し
て
隈
外
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
と
と
が
確
認
さ

れ
ね
ば
左
ら
ね
。

貨
幣
歎
量
設
の
動
皐
化
と
し
て
の
期
間
分
析

第
四
十
九
巻

一六

第

貌

九
七

司 F

つの論文は本来一貫したものであり、後の論文は前の論文で展開した L貯蓄
概念を自然利子容と市場利子率主の闘守にようで最気循環を分析 Lょうとナ
る試みに結び令はさろとする試み「である。
Robert話。n: Econ. J. nec. [934. 
Roberbon: Ecom. J. Sept. 1931， p P.， 404・
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